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表３．歳出（性質別）　　　　　　（単位：百万円）

項　　目 Ｈ25決算 Ｈ24決算 比較

義務的経費 7,937 8,142 △205

人 件 費 2,603 2,811 △208

扶 助 費 2,822 2,855 △33

公 債 費 2,512 2,476 36

その他の経費 8,035 5,966 2,069

物 件 費 1,533 1,438 95

維 持 補 修 費 47 77 △30

補 助 費 等 2,626 2,011 615

積 立 金 1,516 370 1,146

投資・出資・貸付金 362 170 192

繰 出 金 1,951 1,900 51

投資的経費 2,047 3,461 △1,414

普通建設事業 1,993 3,284 △1,291

災害復旧事業 54 177 △123

合　　計 18,019 17,569 450

　市の一般会計や特別会計の平成 25 年度の決算が 10 月の決算特別委員会で審議

され、12 月定例議会で認定されました。皆さまが納めた税金や負担金、国や県か

らの補助金などの収入がどのくらいで、どのように使われたのかを、前年度決算

と比較分析しましたのでお知らせします。

※全て普通会計ベース（一般会計、診療所特別会計、斎場特別会計、天草四郎メ

モリアルホール特別会計）

■問合せ先　財政課財政係　☎ 0964（26）5528

平成

25年度

表１．歳入　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

項　　目 Ｈ25決算 Ｈ24決算 比較
自主財源 3,845 4,060 △215
地 方 税 2,227 2,182 45

繰 入 金 79 65 14

繰 越 金 980 1,184 △204

諸 収 入 168 231 △63

そ の 他（ ※ 1 ） 391 398 △7

依存財源 15,522 14,489 1,033
地方譲与税等（※2） 445 458 △13

地方交付税等（※3） 8,555 8,605 △50

国 庫 支 出 金 2,111 1,948 163

県 支 出 金 1,582 1,560 22

地 方 債 2,829 1,918 911

合　　計 19,367 18,549 818

　

歳
出
の
特
徴
は
、円
グ
ラ
フ（
図

２
）
の
と
お
り
、
歳
出
総
額
に
対

し
て
社
会
保
障
経
費
で
あ
る
民
生

費
が
29
％
、
主
に
建
設
事
業
の
財

源
と
し
て
借
入
れ
た
地
方
債
償
還

費
で
あ
る
公
債
費
が
14
％
と
、
こ

の
両
経
費
で
43
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
こ
の
う
ち
、
社
会
保
障
経
費

は
、
高
齢
化
な
ど
の
影
響
か
ら
今

後
も
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
公
共
事
業
の
た
め
に
借

入
れ
た
地
方
債
の
増
発
に
よ
り
、

多
額
の
公
債
費
も
市
の
重
荷
と

な
っ
て
い
ま
す
。
歳
入
が
減
少
す

る
中
、「
予
算
の
質
」
の
向
上
を
目

指
す
本
市
に
と
っ
て
は
、
公
債
費

の
負
担
軽
減
は
最
重
要
課
題
で
あ

り
、
厳
し
い
基
準
を
設
け
た
計
画

的
な
地
方
債
発
行
に
よ
り
、
公
債

費
を
年
々
減
少
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

歳
出
を
性
質
別
に
区
分
す
る

と
、
表
３
の
と
お
り
で
す
。
円
グ

ラ
フ
（
図
３
）
の
右
側
（
人
件

費
、
扶
助
費
、
公
債
費
）
が
義
務

的
経
費
で
任
意
に
削
減
で
き
な
い

経
費
で
す
。
こ
れ
が
歳
出
総
額
の

44
％
を
占
め
て
お
り
、
弾
力
性
の

な
い
極
め
て
硬
直
し
た
財
政
運
営

と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳入 総額（普通会計）

193億6683万円（前年度比5.0％増）

※１　その他…分担金および負担金、使用料および手

数料、財産収入、寄附金

※２　地方譲与税等…地方譲与税、利子割交付金、配

当割交付金、株式譲渡所得割交付金、地方消費税

交付金、ゴルフ場利用税交付金、自動車取得税交

付金、交通安全特別対策交付金

※３　地方交付税等…地方交付税、地方特例交付金

　

円
グ
ラ
フ
（
図
１
）
の
地
方
税

か
ら
右
回
り
に
そ
の
他
ま
で
が
自

主
財
源
と
な
り
地
方
譲
与
税
等
か

ら
地
方
債
ま
で
が
依
存
財
源
と
な

り
ま
す
。
こ
の
図
を
見
る
と
分
か

る
よ
う
に
、
歳
入
総
額
に
対
し
て

自
主
財
源
比
率
（
繰
入
金
・
繰
越

金
含
む
）
は
20
％
、
依
存
財
源
比

率
は
80
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
上
天
草
市
は
、
地
方
交

付
税
、国
庫
支
出
金
や
県
支
出
金
、

地
方
債
な
ど
の
依
存
財
源
の
割
合

が
大
き
な
歳
入
構
造
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

可
能
な
限
り
、
国
や
県
か
ら
交

付
さ
れ
る
お
金
に
頼
る
こ
と
な

く
、
地
方
税
を
中
心
と
し
た
自
主

財
源
を
増
や
す
こ
と
で
、
本
市
を

財
政
的
に
自
立
し
た
財
政
構
造
に

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

表２．歳出（目的別）     ( 単位：百万円）

項　目 Ｈ25決算 Ｈ24決算 比較

議 会 費 170 200 △30

総 務 費 3,253 3,201 52

民 生 費 5,224 5,191 33

衛 生 費 1,448 1,414 34

労 働 費 90 127 △37

農 林 水
産 業 費

1,299 688 611

商 工 費 602 364 238

土 木 費 983 1,011 △28

消 防 費 960 642 318

教 育 費 1,424 2,078 △654

災 害
復 旧 費

54 177 △123

公 債 費 2,512 2,476 36

合　計 18,019 17,569 450

決算報告

歳 入

地方税
11％

地方交付税等
44％

国庫支出金
11％

県支出金
８％

地方債
15％

繰入金 １％
諸収入 １％

その他 ２％

地方譲与税等 ２％

依存

自主

図１

歳出 総額（普通会計）

180億1932万円（前年度比2.6％増）

人件費
14％

扶助費
16％

公債費
14％

物件費
８％

普通建設事業
11％

補助費等
14％

繰出金
11％

投資・出資・貸付金
２％

歳 出
（性質別）

災害復旧事業 1％

義務的投資的

その他積立金 
８％

図３

議会費 1％

総務費
18％

民生費
29％

衛生費
８％

農林水産業費 
７％

労働費 １％

土木費５％

消防費 ５％

公債費
14％

教育費 
8％

商工費 ３％

歳 出
（目的別）

災害復旧費 １％

図２

歳
入
の
内
訳

歳
出
の
内
訳（
目
的
別
）

歳
出
の
内
訳（
性
質
別
）

維持補修費
１％

繰越金
 5％
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国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

健
全
な
財
政
運
営
を
目
指
し
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
事

業
勘
定
）
の
平
成
25
年
度
決
算
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

 （
左
表
１
、２
）

　

平
成
25
年
度
決
算
は
、
歳
入
総

額
52
億
６
７
７
万
７
千
円
に
対
し

歳
出
総
額
47
億
８
９
４
０
万
４
千

円
で
形
式
収
支
と
し
て
は

４
億
１
７
３
７
万
３
千
円
の
黒

字
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

国
保
税
率
改
定
、
徴
収
率
の
向

上
お
よ
び
国
庫
支
出
金
、
県
支

出
金
の
増
加
に
よ
り
こ
の
よ
う

な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ

し
、
一
般
会
計
か
ら
法
定
外
（
赤

字
補
て
ん
等
分
）
と
し
て
１
億

８
４
３
６
万
２
千
円
を
繰
り
入
れ
、

滞
納
徴
収
の
強
化
に
よ
り
前
年
度

と
比
べ
２
３
０
０
万
円
滞
納
国
保

税
が
増
収
で
き
た
た
め
で
あ
り
、

法
定
外
繰
入
金
、
前
年
度
繰
越
金

お
よ
び
翌
年
度
国
庫
等
返
納
見
込

み
額
を
差
し
引
く
と
８
０
０
万
円

程
度
の
赤
字
と
な
り
ま
す
。

　

本
市
の
国
民
健
康
保
険
は
、
被

保
険
者
や
課
税
世
帯
の
減
少
、
所

得
の
低
下
、
１
人
あ
た
り
医
療
費

の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
歳
出
に
見

合
う
歳
入
が
確
保
で
き
ず
、
そ
の

赤
字
分
を
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

れ
に
頼
っ
て
い
る
状
態
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
左
図
１
）

　

被
保
険
者
数
（
年
度
平
均
）
は
、

平
成
21
年
度
は
１
万
１
９
８
４
人

で
し
た
が
、
年
々
減
少
を
続
け
、

平
成
25
年
度
に
は
１
万
２
４
４
人

に
な
り
１
７
４
０
人
（
Ｈ
21
比 

△
14
・
５
％
）
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

１
人
あ
た
り
医
療
費
（
国
保
が

負
担
す
る
保
険
給
付
費
な
ど
と
個

人
が
負
担
す
る
一
部
負
担
金
の
合

計
）
は
25
年
度
に
37
万
８
３
７
２

円
と
な
り
、
24
年
度
に
比
べ

１
万
９
６
２
５
円
高
く
な
り
ま
し

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
左
図
２
）

　

被
保
険
者
数
は
減
少
傾
向
で
す

が
、
１
人
あ
た
り
医
療
費
は
増
加

傾
向
に
あ
る
た
め
、
平
成
25
年
度

の
国
民
健
康
保
険
税
の
１
人
あ
た

り
税
額
は
８
万
１
９
５
０
円
、
21

年
度
と
比
較
し
て
３
４
０
０
円
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。

厳
し
い
財
政
状
況

　

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
な
ど

に
頼
ら
な
い
健
全
な
財
政
運
営
を

目
指
し
て
、
次
の
こ
と
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

○
負
担
の
公
平
性
の
確
保
の
た

め
、
国
保
税
収
入
の
確
保
や
収

納
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

○
医
療
費
の
適
正
化
や
健
康
づ
く

り
の
取
組
み
を
強
化
し
、
医
療

費
の
支
出
増
加
の
抑
制
に
努
め

ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
保
健
課
国
民
健
康

保
険
係　

　

☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
５
４

項目 H25 決算 H24 決算 比較
国保税 856,935 819,154 37,781

手数料及び使用料 725 619 106

国庫支出金 1,452,022 1,419,541 32,480

県支出金 299,996 284,292 15,704

療養給付費交付金

（退職者医療分）
341,348 349,653 △ 8,305

前期高齢者交付金 995,700 895,655 100,045

共同事業交付金 628,972 613,122 15,850

財産収入 184 181 3

一般会計繰入金 277,880 270,171 7,709

一般会計繰入金

（法定外）
184,362 152,922 31,440

前年度繰越金 152,009 140,889 11,120

諸収入 16,644 11,110 5,534

合　　計 5,206,777 4,957,309 206,046

【歳入】表１　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

項目 H25 決算 H24 決算 比較
総務費 17,384 16,535 849

保険給付費 3,216,613 3,198,872 17,741

後期高齢者支援金 550,428 539,713 10,715

前期高齢者納付金等 534 537 △ 3

老人保健拠出金 26 151 △ 125

介護納付金 272,919 270,564 2,355

共同事業拠出金 641,565 667,211 △ 25,646

保健事業費 27,799 25,792 2,007

公債費 0 32 △ 32

基金積立金 184 181 3

諸費・繰出金 61,952 85,713 △ 23,762

合　　計 4,789,404 4,805,301 △ 16,747

【歳出】表２　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
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１人あたり医療費

被保険者数

被保険者数

１人あたり保険税額

１
人
あ
た
り
の
医
療
費
が
増
加

し
て
い
ま
す

１
人
あ
た
り
の
国
民
健
康
保
険

税
額
も
上
が
っ
て
い
ま
す

安
定
し
た
国
保
運
営
に
取
り
組

み
ま
す

制度が
変わります

児
童
扶
養
手
当
の
対
象

が
拡
大
し
ま
し
た

1

2

　

児
童
扶
養
手
当
は
父
母
の
離
婚

な
ど
に
よ
る
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど

に
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
公
的
年
金
（
遺
族
年

金
、
障
害
年
金
な
ど
）
を
受
給
で

き
る
人
は
児
童
扶
養
手
当
を
受
給

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
12
月
以

降
は
、
年
金
額
が
児
童
扶
養
手
当

額
よ
り
低
い
人
は
、
そ
の
差
額
分

を
受
給
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

■
児
童
扶
養
手
当
の
月
額

○
子
ど
も
が
１
人
の
場
合

・
全
部
支
給　

４
万
１
０
２
０
円

・
一
部
支
給　

４
万
１
０
１
０
円
～

９
６
８
０
円
（
所
得
に
応
じ
て

決
定
）

○
子
ど
も
が
２
人
以
上
の
加
算
額

・
２
人
目　

５
０
０
０
円

・
３
人
目
以
降　

１
人
に
つ
き

３
０
０
０
円

■
新
た
に
手
当
を
受
け
取
れ
る
場
合

○
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
祖
父

母
な
ど
が
、
低
額
の
老
齢
年
金

を
受
給
し
て
い
る
場
合

○
父
子
家
庭
で
、
子
ど
も
が
低
額

の
遺
族
厚
生
年
金
の
み
を
受
給

し
て
い
る
場
合

○
母
子
家
庭
で
、
離
婚
後
に
父
が

死
亡
し
、
子
ど
も
が
低
額
の
遺

族
厚
生
年
金
の
み
を
受
給
し
て

い
る
場
合
な
ど

■
支
給
開
始
日

　

申
請
の
翌
月
分
か
ら
支
給
開
始

と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
れ

ま
で
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い

た
こ
と
に
よ
り
児
童
扶
養
手
当

を
受
給
で
き
な
か
っ
た
人
の
う

ち
、
平
成
26
年
12
月
１
日
に
支

給
要
件
を
満
た
し
て
い
る
人
が
、

平
成
27
年
３
月
ま
で
に
申
請
し

た
場
合
は
、
平
成
26
年
12
月
分

の
手
当
か
ら
受
給
で
き
ま
す
。

※
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
市

役
所
へ
の
申
請
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
自
分
が
支
給
要
件
を
満

た
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70 歳未満の高額療養費が細分化されます

■高額療養費とは
　国民健康保険に加入している人が医療機関などにか

かったときは、医療費の１～３割を窓口で負担します。

この負担した分の医療費が、定められた限度額を超え

た場合、高額療養費として支給されます。

　大きな病気やけがをして医療費が高額になったとき、

わたしたちの負担を軽減してくれる重要な制度です。

■70 歳未満の人の高額療養費が変わります
　限度額は 70 歳未満の人と 70 歳以上の人で異なりま

す。平成 27 年１月から、70 歳未満の人の高額療養費

所得区分
12 カ月のうち

３回目まで ４～ 12 回目まで

901 万円超
25 万 2600 円 ＋ 医療費が 84 万 2,000 円

を超えた場合は、その超えた分の１％
14 万 100 円     

600 万円超 901 万円以下
16 万 7400 円 ＋ 医療費が 55 万 8000 円

を超えた場合は、その超えた分の１％
９万 3000 円

210 万円超 600 万円以下
８万 100 円 ＋ 医療費が 26 万 7000 円を

超えた場合は、その超えた分の１％
４万 4400 円

210 万円以下 ５万 7600 円 ４万 4400 円

住民税非課税世帯 ３万 5400 円 ２万 4600 円

が３区分から５区分に細分化されます。なお、70 歳以

上の人の負担に変更はありません。

■限度額認定証が必要になります
　限度額認定証の交付を事前に申請し、医療機関など

に提示することにより、窓口での支払いが自己負担限

度額までとなります。限度額認定証の交付は国民健康

保険税の未納がある人には交付できません。

　一旦窓口で３割分を支払い、あとで国民健康保険に

申請すると限度額を超える分の支給を受けることがで

きます。

■問合せ先
　保健課国民健康保険係

　☎ 0969（28）3354※差額ベッド代、食事代、保険外負担分は対象となりません。
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平成 27 年度

◇◇前期（特色）選抜◇◇※募集要項抜粋
募　集　人　員 ①情報会計科 20 人（募集定員 40 人の 50%） ②福　祉　科 20 人（募集定員 40 人の 50%）

出
願

出 願 期 間 【郵送受付】平成 27 年１月 22 日（木）～ 26 日（月）　１月 23 日（金）消印有効
【窓口受付】平成 27 年１月 22 日（木）～ 26 日（月） 午前９時～午後４時

そ　の　他 出願は、１校１学科限りとする。第２志望を申し出ることはできない。

選
抜

実　施　日 平成 27 年２月３日（火）　集合時間：午前９時 20 分　集合場所：上天草高校体育館

検 査 内 容 作文（50 分、600 字以内）　・　集団面接（３～４人、15 分程度）

選抜結果の通知 平成 27 年２月 12 日（木）に、本校校長から出身中学校長に通知するとともに、合格内定者に
対しては、出身中学校長をとおして本人に通知。

◇◇後期（一般）選抜◇◇※募集要項抜粋

募　集　定　員 ①普　通　科 ３学級 120 人 ②情報会計科 １学級 40 人 ③福　祉　科 １学級 40 人

募　集　人　員 募集定員から前期（特色）選抜の合格内定者数を減じた数。

出　願　資　格

本県の前期（特色）選抜または中高一貫教育（連携型）に係る入学者選抜に合格した者以外の
者であるとともに、次のいずれかに該当する者。

・平成 27 年３月に中学校を卒業見込みの者または中学校を卒業した者
・平成 27 年３月に中等教育学校の前期課程を修了見込みの者または中等教育学校の前期課程
を修了した者

・学校教育法施行規則第 95 条の各号の一に該当し、中学校を卒業した者と同等以上の学力が
あると認められた者

出
　
願

出 願 書 類 入学願、受検票、写真票ほか（平成 27 年度生徒募集要項で確認すること）

出 願 期 間【郵送受付】平成 27 年２月 13 日（金）～ 18 日（水）　２月 17 日（火）消印有効
【窓口受付】平成 27 年２月 13 日（金）～ 18 日（水） 午前９時～午後４時（最終日は正午まで）

そ　の　他 第２志望として、第１志望以外の学科を１つ選び、出願することができる。

学
力
検
査

実　施　日 平成 27年３月 10日（火）・11日（水）　集合時間：午前９時 20分 集合場所：上天草高校体育館

検 査 内 容 国語、社会、数学、理科、英語（リスニングを含む）　配点　各 50 点　時間　各 50 分

合 格 者 の 発 表 平成 27 年３月 17 日（火）午前９時～

熊本県立上天草高等学校（全日制）
☎  0964（56）0007 ／ FAX 0964（26）5025  ／ URL http://sh.higo.ed.jp/kamiamakusa/

上天草高校生を募集します

※詳しくは、平成 27 年度生徒募集要項をご覧ください

学べる！上天草高校で夢実現。

受　付　場　所 〒 869-3603　熊本県上天草市大矢野町中 5424 番地　熊本県立上天草高等学校校長室

選 抜 手 数 料 2200 円

地域の皆さまと共に郷土愛を育みます。
　　　　一人ひとりの夢を実現します。

赤星隆弘校長

力いっぱい、
　　精いっぱい

※来年度実施予定

制度名 概要 問合せ先

上天草市地元高校生倍増
支援補助金 

■対象事業
①広報誌などの作成②中学生、保護者向け説明会③体験入学④部
活動による交流⑤中学校と高校教職員の交流⑥湯島地区の生徒
への船賃補助

■対象者：①～⑤市内高校・中学校の保護者会など
　　　　　⑥生徒の保護者

■学務課
　学務係

☎ 0969(28)3364
上天草市奨学金貸与 ■対象者：能力があり経済的理由で修学が困難な人

■貸与額：月額２万円

上天草市特別奨学金給付 ■対象者：上天草高校在学生
■給付額：（特に優秀）月額２万円／（優秀）月額１万円

通学バス定期券購入費及
び下宿費補助 

□通学バス定期券購入費補助 
■対象者：生徒の保護者が通学バス定期券購入のために設置した団体
■補助額：自己負担額から県の補助額を控除し、その自己負担額が
5000 円を超える場合の 5000 円を超えた額

□下宿費補助
■対象者：市内に住所を有する生徒の下宿費用を負担する保護者など
■補助額：１人月額１万円 

■企画政策課
まちづくり・統計係
☎ 0964(26)5539

上天草高等学校生国公立
大学入学祝金 

■対象者：上天草高校を卒業後に３年以内に国公立大学に入学した人
■祝金を支給します

上天草高等学校生地元就
職祝金 

■対象者：上天草高校から地元事業所に就職し継続して９カ月以上
就業した人

■祝金を支給します

上天草高等学校検定試験
費等補助金

■対象者：生徒の保護者などで構成する団体
■補助額：検定試験などの受験料の１／２の額（１人上限 2000 円）

地元高校支援制度
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上天草高校生へ支援を行っています

▲生徒会のメンバー　左から川本泰輔さん
（書記）、上農聖哉さん（副会長）、釜田祥
伍さん（会長）、小嶋夏美さん（副会長）、
宮内江海さん（書記）

上天草高校生!上上天天草高
がんばる

　本校は、大矢野高等学校 60 年、松島商業高等学校 57 年、天草
東高等学校 39 年の伝統を引き継ぎ、かつ上天草地域の子どもの教
育への期待を一身に受けて平成 22 年に上天草高等学校として歩み
出した、伝統の中に新しい息吹を与える学校です。
　本年 93 人の新入生を迎え、「文武一体」を目標として勉強に部
活動に切磋琢磨しながら学んでいます。
　生徒たちは、天草の自然に育まれた素直な心をもち、心地よいあ
いさつを心がけ、ボランティア活動に熱心に参加するなど、「恕の
心（相手を思いやる気持ち）」を醸成しています。
　上天草高校は、自分の良さ・特徴を見つけ、自分を磨き、目標に
向かって努力しながら、勉強や部活動に打ち込むことのできる学校
です。皆さんの入学をお待ちしています。
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市では、平成 26 年度職員採用試験（平成 27 年度採用）を次の要領で実施します。

■試験職種、採用予定人員、受験資格など

区　分 職　種 採　用
予定数 年 齢 ・ 資 格

大　　学
卒業程度

行　政
１人
程度

　昭和 60 年４月２日以降に生まれた人で、学校
教育法による大学（短期大学を除く。）を卒業また
は平成 27 年３月末までに卒業見込みの人（上天
草市長が同等の資格があると認める人を含む。）

短　　大
卒業程度

保健師
２人
程度

　昭和 60 年 4 月 2 日以降に生まれた人で、学校
教育法による短期大学を卒業または平成 27 年 3
月末までに卒業見込みの人（上天草市長が同等の
資格があると認める人を含む。）保育士

２人
程度

高　　校
卒業程度

技術職
（土木）

２人
程度

　昭和 63 年 4 月 2 日から平成 9 年 4 月 1 日まで
に生まれた人で、学校教育法による高等学校を卒
業または平成 27 年 3 月末までに卒業見込みの人。
　ただし、学校教育法による大学（短期大学を除
く。）を卒業または平成 27 年 3 月末までに卒業見
込みの人は除く。

※次のいずれかに該当する人は受験

できません。

①日本国籍を有しない人

②成年被後見人または被保佐人（民

法改正の経過措置としての準禁治

産者を含む。）

③禁錮以上の刑に処せられ、その執

行を終わるまでまたはその執行を

受けることがなくなるまでの人

④上天草市職員として懲戒免職の処

分を受け、当該処分の日から２年

を経過しない人

⑤日本国憲法施行の日以後におい

て、日本国憲法またはその下に成

立した政府を暴力で破壊すること

を主張する政党その他の団体を結

成し、またはこれに加入した人

■試験の日時・場所

区分 日　　時 試験会場 合格発表

全区分
平成 27 年１月 25 日（日）

午前８時 30 分集合

市役所

大矢野庁舎

平成 27 年２月上旬に合格者のみ通知します。また、

合格者の受験番号を市役所に掲示します。

②第２次試験
区分 日　　時 試験会場 合格発表

全区分 平成 27 年２月中旬の予定
市役所

大矢野庁舎

平成 27 年２月下旬に合格者、不合格者とも通知します。

また、合格者の受験番号を市役所に掲示します。

■勤務先・職務内容
○行政…市長事務部局などで、事務の職務に従事

○保健師…市長事務部局などで、事務の職務に従事

○保育士…市長事務部局などで、保育の職務に従事

○技術職…市長事務部局などで、専門技術の職務に従事

■受験手続
①受付期間　12 月 22 日（月）まで（土日・祝日を除く）

※受付時間は、午前８時 30 分から午後５時まで

※郵送の場合は、12 月 22 日（月）までの消印のあるも

のに限り受け付けます。

②申込・問合せ先

　〒 869-3692 上天草市大矢野町上 1514

　総務課人事給与係　☎ 0964（26）5527

③申込手続　市発行の申込用紙に必要事項を記入して、

受験票送付用の 52 円切手を添えて申込先に郵送また

①第１次試験

は持参してください。郵送する場合は、表に「上天草

市職員採用試験申込」と朱書きし、必ず簡易書留郵便

で送付してください。

④申込用紙の請求

○直接受取の場合　申込用紙は総務課人事給与係（大矢

野庁舎２階）、市民窓口課（松島庁舎１階）、姫戸・龍ヶ

岳各統括支所に用意しています。

○郵便請求の場合　表に「上天草市職員採用試験申込書

請求」と朱書きし、140 円切手を貼った宛先明記の返

信用封筒（Ａ４判が入るもの）を同封の上、総務課人

事給与係に請求してください。

○インターネットで出力する場合

　 市 ホ ー ム ペ ー ジ（http://www.city.kamiamakusa.

kumamoto.jp/）にアクセスしてダウンロードしてくだ

さい。※必ず厚紙で両面印刷すること。 

市職員を 追加 募集します“ ”
27
年
度
入
所

市
内
保
育
所
の

を
受
け
付
け
ま
す

申込みは、平成 27 年１月 16 日（金）まで！

■受付期間
　平成 27 年１月 16 日（金）まで

■受付場所
　第１希望の保育所または市民窓口課（松島庁舎）・大矢野窓口センター（大

矢野庁舎）・姫戸、龍ヶ岳各統括支所

■入所に必要な書類
①支給認定申請書（兼保育所入所申込書）（児童１人につき１枚）

②就労等証明書（父、母および同居している 60 歳未満の祖父母）

③その他

　平成 26 年度住民税課税証明書（平成 26 年１月２日以降に転入した人は、

平成 26 年１月１日の住民登録地で発行）

※平成 27 年度から「保育所の利用申込」と併せて「保育の必要性の認定」が

必要となります。

※①支給認定申請書（兼保育所入所申込書）と②就労等証明書は、受付窓口

と各保育所に用意してあります。

■入所できるのは ?
　次の保育を必要とする事由のいずれかに該当する場合に入所できます。

①就労（フルタイムのほかパートタイムなど全ての就労を含みますが、１月

に 48 時間以上の労働が常態化していることが必要です。）

②妊娠、出産

③保護者の疾病、障がい

④同居または長期入院している親族の介護・看護

⑤災害復旧

⑥就学（職業訓練校などでの職業訓練を含む）

⑦求職活動（起業準備を含む）

⑧虐待やＤＶの恐れがあること

⑨育児休業中に既に保育を利用している子どもがいて、継続的利用が必要で

あること

⑩その他①～⑨に類するものとして市長が認める場合

■入所調整
　入所申込みが保育所の定員を超えた場合には、選考基準に基づき入所選考

を行い、第２、第３希望の保育所への入所調整をする場合があります。

■問合せ先　福祉課子育て支援係　☎ 0969（28）3351



まち わだいの まち わだいの

　10 月 18、19 日の２日間、松島総合運動公園野球場

を含めた市内３会場で、上天草市から４チーム、県内各

地から 12 チームを招待した「天草四郎旗学童軟式野球

大会」が開催されました。

　市教育委員会主催の本大会は、人格の育成および他地

域の小学生との融和と親睦を促進することなどを目的と

して記念すべき第１回目の開催となりました。

　県内の強豪チームとの対戦で、１日目の予選から白熱

した試合が行われ、２日目の決勝トーナメントでは、予

選を勝ち抜いた４チームが小学生らしい元気あふれるプ

レーを見せ観客を感動させました。

　大会は、県内でトップクラスの実力を誇る中島サンダ

ーズ（熊本市）が優勝し、終了しました。

「全国老人クラブ連合会2014活動賞」

天草四郎旗第１回学童軟式野球大会

本郷老人クラブ（姫戸町）が
「2014活動賞」を受賞

天草四郎旗第１回学童軟式野球大会

記念すべき
第一回大会を開催

上天草市漁業者クラブ
　本郷老人クラブ（姫戸町）が「全国老人クラブ連合会

2014 活動賞（ボランティア活動部門）」を受賞しました。

　この賞は、全国老人クラブ連合会が地域の実態に合わ

せた多様な活動に取り組み、他の模範となる先進的な活

動を実施している老人クラブなどに対して贈呈している

ものです。

　本郷老人クラブは、毎月自主的に二間戸新田地区の草

払いや花壇の手入れなどに取り組んでおり、活動は 20

年も続いています。

　会長の本田正俊さんは、「最初は体力づくりのつもり

で始めた活動が、何十年も続いている。人の輪を大事に

しながら、今の雰囲気をくずさないように今後も続けて

いきたい」と話していました。

「全国老人クラブ連合会2014活動賞」

天草四郎旗第１回学童軟式野球大会 第６回全日本少年春季兼第３回味岡旗
軟式野球県大会

大矢野中学校が優勝

　第６回全日本少年春季兼第３回味岡旗軟式野球県大会

に、上天草市代表として大矢野中が出場しました。大会

は、各地区の予選会を勝ち上がってきた 32 チームが出

場し、10 月 18 日、19 日および 25 日に菊池高校野球グ

ラウンド（菊池市）などで開催されました。

　大矢野中は、守備力とチームワークを武器に、順調に

予選を勝ち抜き、決勝では城西中（熊本市）を４－１で

下し初優勝を飾りました。

　また、11 月８日に鹿児島県薩摩川内市で開催された

九州大会では、鹿児島県代表の長田中に、惜しくも２－

１で敗れましたが、熊本県代表として堂々としたプレー

を見せていました。

第６回全日本少年春季兼第３回味岡旗
軟式野球県大会

第６回全日本少年春季兼第３回味岡旗
軟式野球県大会

第６回全日本少年春季兼第３回味岡旗
軟式野球県大会音楽の楽しさを学ぶ教室

今泉保育園に
「いちごくらぶ」参上！

音楽の楽しさを学ぶ教室

　10 月 28 日に、今泉保育園で「ハッピーエンターテイ

ナー・いちごくらぶ」が園児たちに音楽の楽しさを伝え

る授業を行いました。

　「いちごくらぶ」は、熊本県を中心に各地のお祭やイ

ベント、保育園・幼稚園などで音楽の楽しさを伝える活

動を行っている３人のグループです。

　教室では、歌に合わせてジェスチャーゲームを行った

り、人気妖怪アニメのダンスを踊ったりと、賑やかな音

が流れました。

　最後には、今回の教室に協力した松島出身のシンガー

ソングライターのＭＩＣＡさんのライブもあり、参加し

た園児は、「とても楽しかった。ＭＩＣＡちゃんと、い

ちごくらぶにまた会いたい」と笑顔で話していました。

取材：広報特派員 赤星辰昭さん

　　市が委嘱した広報特派員が地域の環
境改善活動を取材しました。
　　市が委嘱した広報特派員が地域の環 広

報特
派員

広広

報報

広

報

広

特特報特報報特報
派派特派特
員派員派

レポ
ート

有用微生物群の活用で環境改善
　大矢野町の柳地区に移住し 3年半の特派員です。柳

地区の人が環境改善に取り組んでいる姿を紹介します。

　活動の内容は、EM液の培養・取り出し、里道・休耕

地の整備や花の植栽などです。

　柳は低地で、狭いところに多くの住宅が密集する地区

なので、以前は、特に夏場は下水の臭いがひどく蚊の発

生が多く、決して良い環境とは言えなかったようです。

　しかし、平成 19 年に環境モデル地区に指定されてか

ら、地域の有志が毎月 EM液の取り出しと販売を行うな

ど、今日まで環境改善に取り組んできました。

　10 月の取り出し作業では、約 20 人の地元有志がにぎ

やかに会話をしながら、EM液をタンクからペットボト

ルなどに移し替えていました。

　事務局の園さんは、「長く続けてこられたのは地域の

理解と協力もさることながら、実際に効果が出ているか

ら。悪臭の減少とメダカが泳ぐ環境になったことが大き

い。また、花の植栽活動などを通してコミュニケーショ

ンが取れていることも派生効果」と話していました。

▲ＥＭ液の取り出し作業をする柳地区の皆さん

姫戸町のみかん畑に無事着陸

韓国から風船にのせた
手紙が届く

姫戸町のみかん畑に無事着陸

　10 月 30 日、畑仕事をしていた蓮田治住さん（姫戸町）

が、ふと青空を見上げると、木に緑色の風船と紙コップ

が引っ掛かっているのを発見しました。

　蓮田さんは、自宅から脚立と竹竿を持って再び現場に

戻り、割れないようにそっと風船を取ると、風船には、

糸で結ばれた紙コップがついていました。紙コップには、

韓国語で小学校名が書かれており、英語で「風船が遠く

まで届きますように」と書かれていました。

　蓮田さんは、「紙コップに 10 月２日と日付けが入っ

ている。28 日もかけてせっかく天草に飛んできてくれ

たので、できれば、韓国の小学生に返事をしてあげたい」

と話していました。

10／
18

10／
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10／
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10／
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　11 月８日、公益社団法人熊本県浄化槽協会天草支部

（連川仁視支部長）の会員 32 人が宮津海遊公園および

天草四郎メモリアルホールから市役所大矢野庁舎までの

国道 266 号沿いで清掃活動を行いました。

　これは、同協会が天草管内で毎年行っている活動で、

10 月に「平成 26 年度浄化槽フォーラム・熊本」が本市

で開催されたことから今年は大矢野町で実施。浄化槽の

普及促進と適性維持を目指し「きれいな水を未来へ」の

スローガンをのぼりに掲げ会員がごみ拾いで汗を流しま

した。連川支部長は「上天草市内で大矢野町は合併浄化

槽の普及率が低いので普及の啓発に努めたい」と話しま

した。

　浄化槽は定期的な保守と点検が義務付けられていま

す。また、設置費用の一部に市の補助金が交付されます。

県浄化槽協会天草支部清掃活動

きれいな水を未来へ

　10 月 30 日、上天草警察署で、大道郵便局とヤマト運

輸大矢野センターに特殊詐欺の未然防止に対する感謝状

の贈呈がありました。

　― 老人施設関係者を名乗る、見ず知らずの男から市

内の女性（79 歳）に「あなたの名義で、施設への入所

を申し込んだ人が、お金がなくて困っている」との電話

がありました。電話を受けた女性は、10 月１日に大道

郵便局を訪れ、定期預金の解約を申し出。女性の言動や

様子がいつもと違うと、不審に思った局員が警察に相談

し、一緒に説得しましたが、結局女性は、定期預金を解約。

　２日後、女性は、ヤマト運輸大矢野センターを通じて

現金 870 万円の入った小包を東京に発送。しかし、警

察から事前に連絡を受けていた同センターは、未然に配

送を停止し、水際で詐欺を防ぎました。―

　上天草警察署は、「宅配便やレターパックで現金を送

付してほしいとの電話は、詐欺だと疑ってほしい」と話

し、注意を呼びかけました。

県浄化槽協会天草支部清掃活動 大矢野北部地区広域農道の
愛称決定

「大矢野フラワーロード」
に最優秀賞

　上天草市大矢野町登立岩谷地区から上江樋戸および

鳩ノ釜地区までの、総延長 6445 ｍの大矢野北部地区広

域農道が平成 26 年度中に完成します。その農道の特徴

を表し、親しみや愛着がもてる愛称を募集したところ、

26 作品の応募がありました。選考委員会で審査した結

果、「大矢野フラワーロード」が愛称に決定し、最優秀

賞を受賞しました。

　10 月 31 日に市役所で表彰式があり、最優秀賞受賞者

の五端一克さん（大矢野町）は、「新聞で愛称募集の掲

載を見て、すぐに思いついた。大矢野町は以前から花の

島として有名。今回整備された農道沿い（特に岩谷から

東満にかけて）は花栽培のハウスが多く建っているので、

大矢野フラワーロードにした」とうれしそうに話してい

ました。

大矢野北部地区広域農道の
愛称決定

上天草警察署から感謝状の贈呈

詐欺を間一髪で防ぐ

上天草警察署から感謝状の贈呈

▲ヤマト運輸大
矢野センター

　貝川センター
長

▲大道郵便局

　尾上局長

10／
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11／
8
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種　類 ※用意するもの 日 対象者（月生） 受付時間
２カ月児学級 バスタオル 29木 　H26. 11

午後１時～
午後１時15分

3～4カ月児健診 バスタオル ８木 　H26. ９

6～7カ月児健診
ハンカチ
または

ハンドタオル
13火 　H26. ６

１歳６カ月児健診 尿 20火 　H25. ６

２歳児歯科健診
歯ブラシ

（仕上げ磨き）
22木 　H25.１

３歳児健診
聴力・視力
検査用紙

27火 　H23. 12

【場所】上天草市保健センター（松島町合津 7915 番地１）
【用意するもの】母子健康手帳と問診票は、いずれの健診・学級でも必ず持参ください。
 ※２歳児歯科健診の問診票は健診会場で配布します。

乳幼児健診（１月）

日祝日在宅医（12・１月）

育児相談 ・母子健康手帳交付 （１月）

場　所 日 実施時間
（手帳受付時間）

大矢野窓口センター
５月、13火
19月、26月

午前９時 30 分～午前 11 時
（午前９時 30 分～ 45 分）

上天草市保健センター
随時交付（手帳）

21水（相談） 午前９時 30 分～午前 11 時

姫戸統括支所 16金 午前９時～午前 10 時
（午前９時～ 15 分）

龍ヶ岳統括支所 16金 午前10時 30分～午前11時 30分
（午前 10 時 30 分～ 45 分）

用意するもの　印鑑（手帳）
①交付日以外でも上記窓口で随時母子健康手帳の発行を行っています。

②「①」の場合は健康づくり推進課から後日連絡をし、保健師・栄養士による保健

指導を行います。

子宮がん・乳がん無料検診

種　類 日 実施時間
精神保健相談 ８木、22木 午後 2時～

【場所】天草保健所相談室　☎ 0969（23）0172 ※要予約

福　祉（１月）

小児救急電話相談
短縮番号（＃ 8000） 毎日 午後７時～午前０時

ダイヤル回線の場合　☎ 096（364）9999

夜間の子どもの急病時

■問合せ先
　健康づくり推進課成人保健係　☎ 0969(28)3356

【診療時間】　午前９時～午後５時 ※診療時間外は事
前に電話連絡をお願いします。上表は 11 月 30 日現

在の予定表です。都合により変更することもありま

すので、健康づくり推進課までお尋ねください。

～２月末まで無料で受けられます！～

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
を
防
ぐ

　毎年、寒くなるとインフルエンザの流行

シーズンを迎えます。インフルエンザは、

高熱や関節の痛みを伴い、人によっては重

症化するおそれがあります。

　流行を防ぐためには、原因となるウイル

スを体内に侵入させないことや周囲にうつ

　平成 26 年度子宮がん・乳がん無料検診対象の人は、

医療機関において平成 27 年２月末まで無料で検診を

受けることができます。がんは怖い病気ですが、見

つかっても早期であればほぼ治ると言われています。

無料で受けられるこの機会を利用してぜひ受診して

ください。

　検診を受ける際は事前に予約が必要です。検診が

受けられる医療機関や予約方法などについては、５

月末に送付しております無料クーポン券の裏面に記

載しております。

　無料クーポン券を紛失した場合は再発行できます

ので、健康づくり推進課までお問い合わせください。

■問合せ先
　健康づくり推進課健康増進係☎ 0969（28）3381

「
手
洗
い
」「
マ
ス
ク
着
用
」「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」

ポイント１
「手洗い」

日 病院名〈診療科目〉（所在地）電話番号

21
福本眼科〈眼〉

（大矢野町上）
☎ 0964（56）0508

上天草総合病院〈内〉
（龍ヶ岳町高戸）
☎ 0969（62）1122

23
しまだ小児科
〈小・内〉

（大矢野町登立）
☎ 0964（56）0005

28

天草皮ふ科・内科
〈皮〉

（大矢野町中）
☎ 0964（59）0808

竹中医院〈内〉
（姫戸町二間戸）
☎ 0969（58）2148

31
吉田クリニック
〈内〉

（大矢野町中）
☎ 0964（57）0246

１
宮崎外科胃腸科医院
〈外・消〉

（大矢野町上）
☎ 0964（56）0600

２
しまだ小児科
〈小・内〉

（大矢野町登立）
☎ 0964（56）0005

３
佐々木整形外科
〈整〉

（大矢野町中）
☎ 0964（56）5550

４
毛利医院〈内〉

（大矢野町登立）
☎ 0964（56）2111

春田医院
〈外・内・小〉

（松島町阿村）
☎ 0969（56）0052

11

吉田クリニック
〈内〉

（大矢野町中）
☎ 0964（57）0246

やまうち医院
〈内・小・ア〉

（松島町阿村）
☎ 0969（56）0899

12 福本眼科〈眼〉
（大矢野町上）
☎ 0964（56）0508

18
中村医院〈内〉

（大矢野町上）
☎ 0964（56）0003

姫戸医院〈内〉
（姫戸町姫浦）
☎ 0969（58）3583

25
中村達男医院〈内〉

（大矢野町登立）
☎ 0964（56）0006

村上医院〈内・小・リ
ハ・神内・呼・循・消〉

（姫戸町姫浦）
☎ 0969（58）3102

さないようにすることが重要です。インフ

ルエンザの感染を広げないために、一人ひ

とりが「かからない」「うつさない」対策

を実践しましょう。

　ウイルスはせっけんに弱いため、外出先

から帰宅時や調理の前後、食事前などはせっ

けんでこまめに手を洗いましょう。

ポイント２
「マスク着用」
「咳エチケット」

　くしゃみや咳が出るときは、飛沫にウイ

ルスを含んでいるかもしれません。以下の

ようにマスク着用・咳エチケットを心がけ

ましょう。

がんサロン（１月）
日 実施時間

23 日金 午後１時 30 分～午後３時 30 分

【場所】上天草総合病院６階講堂　☎ 0969（62）1122

マスクを着用する

くしゃみや咳が出ている間はマスクを着用し、使用後のマスクは

放置せず、ごみ箱に捨てましょう。

マスクを着用していても、鼻の部分に隙間があったり、あごの部

分が出たりしていると、効果がありません。鼻と口の両方を確実

に覆い、正しい方法で着用しましょう。

口と鼻を覆う すぐに捨てる

周囲の人からなるべく離れる こまめに手洗い

＜正しいマスクの着用＞

周囲にかからないよう顔

をそらせ、ティッシュな

どで口と鼻を覆いましょ

う。

口と鼻を覆ったティッ

シュはごみ箱に捨てま

しょう。

くしゃみや咳の飛沫は、

１～２㍍飛ぶと言われて

います。

くしゃみや咳などを押さ

えた手から、ドアノブな

ど周囲のものにウイルス

を付着させないために、

人もこまめな手洗いを心

がけましょう。

予約は１月末までとなります。

受診を希望する人はお早めに

ご予約ください。

冬は
インフルエンザの流行シーズン

健康ガイド健康ガイド
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診 療 案 内

市立病院
だより

月 火 水 木 金

内 科

代謝内科

再来
樋口
坂本
和田

大村
和田
山城

坂本
大村

樋口
和田
山城

坂本
山城

新患

國友

國友

下村

志摩
（10時～）

國友
応援
医師

代謝内科

熊大
（第１・３）

循環器内科 脇田

外　　科
消化器科

福田 城野
福田
蓮尾

城野 蓮尾

整形外科 藤松 上原 藤松
森山

（久米）
藤松

小児科 田原

産婦人科
姫野
桑原

桑原
姫野
桑原

姫野
（桑原）

耳鼻咽喉科 熊大 熊大

眼　科 粟井 竹下

皮膚科 尹

泌尿器科 小川

超音波・内視

鏡センター

蓮尾
城野
國友

福田
蓮尾

城野
和田    

福田
蓮尾

城野
福田
下村

歯科・口腔外科 福田

月 火 水 木 金

夕方外来

（内科）

大村
和田

坂本
山城

教良木診療所 大村 坂本 樋口 応援 國友

●受付は、午前８時 30 分から午前 11 時 30 分
までです。
●眼科の月曜日は熊大からの応援となります。
●整形外科の木曜日は午後２時から午後５時ま
で診療（予約制）を行います。

●歯科口腔外科は月から金曜日の午後も診療を
行います。
●脳外科は第２・４水曜日の午後２時から診療
（予約制）を行います。
●内科は火・木曜日の午後５時から午後６時ま
で診療を行います。
●泌尿器科は毎週火曜日に診療を行います。
●代謝内科は毎週木曜日の午前中と午後３時か
ら午後６時まで診療を行います。
●診療案内は都合により変更となる場合があり
ます。ご了承ください。

――――― 年末・年始の診療案内 ―――――
■上天草総合病院
○ 12月27日（土）～29日（月）、31日（水）～
　１月１日（木）、３日（土）～４日（日）は休診
○ 12 月 30 日（火）午前　外来診療
　内科・外科・循環器内科・小児科・眼科
　整形外科・産婦人科・歯科・リハビリ・泌尿器科
○１月２日（金）午前　外来診療
　内科・外科・小児科・産婦人科・リハビリ
■教良木診療所
○ 12 月 27 日（土）～１月４日（日）は休診
■問合せ先　上天草総合病院
　☎　0969（62）1122（代表）

正しく使ってますか？
コンタクトレンズ

上天草市立上天草総合病院
副院長兼眼科部長　竹下　哲二

　

10
月
に
岐
阜
で
開
か
れ
た
全
国
国
保
地

域
医
療
学
会
に
参
加
し
、
上
天
草
看
護
専

門
学
校
学
生
の
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
使
用

状
況
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
発
表

し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

　

入
学
式
の
直
後
に
全
学
年
に
ア
ン
ケ
ー

ト
用
紙
を
配
っ
て
回
答
し
て
も
ら
い
、
そ

の
場
で
回
収
し
ま
し
た
。
全
学
年
の
う
ち
、

眼
鏡
か
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
が
必
要
な
学

生
は
２
／
３
、
そ
の
う
ち
３
／
４
は
コ
ン

タ
ク
ト
レ
ン
ズ
を
し
て
お
り
、
全
学
生
の

ち
ょ
う
ど
半
数
が
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
使

用
者
で
し
た
。
使
用
者
の
う
ち
９
割
近
く

が
乾
燥
感
や
異
物
感
な
ど
の
異
常
を
感
じ

た
こ
と
が
あ
る
と
回
答
し
ま
し
た
。

　

レ
ン
ズ
の
種
類
は
２
週
間
で
交
換
の
使

い
捨
て
型
と
毎
日
交
換
す
る
使
い
捨
て
型

が
最
も
多
く
、
こ
れ
に
度
付
き
カ
ラ
ー
コ

ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
が
つ
い
で
い
ま
し
た
。

ハ
ー
ド
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
使
用
者
は
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
度
が
入
っ
て
い
な
い
お

し
ゃ
れ
目
的
の
カ
ラ
ー
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン

ズ
使
用
者
も
２
人
い
ま
し
た
。

　

眼
科
を
全
く
受
診
せ
ず
に
購
入
し
て
い

た
学
生
は
一
人
、
そ
れ
以
外
は
眼
科
で
処

方
箋
を
も
ら
っ
て
お
り
、
開
業
の
眼
科
医

が
半
数
を
占
め
て
い
ま
し
た
。
そ
の
処
方

箋
を
も
と
に
購
入
す
る
店
舗
は
眼
科
付
属

の
店
舗
が
半
数
、
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
量

販
店
が
１
／
５
で
し
た
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
購
入
者
も
１
／
５
い
ま
し
た
。

合
わ
な
い
レ
ン
ズ
の
た
め
に
眼
疾
患
に
罹

患
す
る
ケ
ー
ス
が
後
を
絶
た
ず
、
社
会
問

題
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

消
毒
に
関
し
て
は
ほ
と
ん
ど
の
学
生
が

守
っ
て
い
ま
し
た
が
、
装
用
日
数
に
つ
い

て
は
オ
ー
バ
ー
す
る
ケ
ー
ス
が
見
う
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
は
医
療
機
器
で
あ

り
、
ク
ラ
ス
Ⅲ
（
高
度
管
理
医
療
機
器
）

に
分
類
さ
れ
、
眼
科
診
療
施
設
に
お
け
る

検
診
、
診
察
、
処
方
箋
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
近
年
、
量
販
店
、
雑
貨
店
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
な
ど
を
通
じ
、
眼
科

診
察
や
処
方
箋
な
し
で
購
入
す
る
人
が
増

え
て
い
ま
す
。
結
果
、
誤
っ
た
使
い
方
や

　

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
に
よ
る
眼
障
害
は

さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
ア
カ
ン
ト
ア
メ
ー
バ

と
い
う
病
原
体
に
感
染
す
る
と
最
悪
で

す
。
ほ
と
ん
ど
治
療
薬
が
な
い
た
め
最
終

的
に
失
明
に
至
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

特
に
雑
貨
店
な
ど
で
売
ら
れ
て
い
る
安
い

カ
ラ
ー
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
は
プ
リ
ン
ト

部
分
に
汚
れ
が
た
ま
り
、
感
染
症
を
引
き

起
こ
す
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
は
眼
科
で
診
察
を

受
け
て
処
方
箋
を
も
ら
い
、
消
毒
や
使
用

期
限
を
正
し
く
守
っ
て
使
い
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
必
ず
定
期
受
診
を
お
忘
れ
な
く
。

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
使
用
状
況

　
　
　
　
　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

眼
科
で
定
期
的
に
検
査
を
受
け
ま

し
ょ
う

消
毒
や
使
用
期
限
を
正
し
く
守
り

眼
障
害
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

病院非常勤職員・臨時職員登録者募集
　上天草総合病院では、平成 27 年度の非常勤職員および臨時職

員採用のための登録者を募集します。登録は非常勤職員および臨

時職員選考試験により選考し、４月からの採用については登録者

の中から決定します。

■雇用期間　平成 27 年４月１日～平成 28 年３月 31 日まで
　（登録されても採用枠の関係で雇用されない場合があります）

■雇用職種等　下記一覧表のとおり
■募集期間　12 月 15 日（月）～平成 27 年１月７日（水）
■申込方法　「上天草総合病院臨時・非常勤職員申込書および履
歴書」に希望職種を記入のうえ、上天草総合病院総務課へ提出

してください。なお申込書は上天草総合病院総合案内、総務課

（大矢野庁舎）、市民窓口課（松島庁舎）、姫戸・龍ヶ岳各統括

支所に設置してあります。

■試験日　平成 27 年１月 17 日（土）を予定しています。
　（日時、会場などについては後日、本人に通知します。）

■試験方法　作文および面接
■問合せ先　上天草総合病院　総務課　☎ 0969（62）1122
□雇用職種等一覧（職種によって休日・夜間勤務有）

番号 職種 募集人員 資格等 賃金・報酬額

１
看護師

22人程度
看護師・
准看護師免許

月額 16 万 3000 円
准看護師 月額 14 万 7000 円

２
看護師 日額　　　9000 円
准看護師 日額　　　8500 円

３ 訪問看護師 ２人程度看護師免許 月額 16 万 3000 円
４ 看護助手（病棟）21 人程度 月額 11 万 8000 円
５ 看護助手（外来）12 人程度 月額 11 万 5000 円

６
調理師

16人程度
調理師免許 月額 12 万 9000 円

調理員 月額 12 万 3000 円

７ 清掃・洗濯員 11人程度 月額 11 万　　　円

８ 介護員

17人程度

月額 11 万 5000 円

９

介護福祉士 介護福祉士免許 日額　　　7000 円

介護員
ヘルパー２級以上 日額　　　6500 円

日額　　　6000 円

10

一般事務補助員

16 人程度 月額 11 万 5000 円医療事務補助員 有資格者および
実務経験者医師事務補助員

11 施設管理員 若干名 日額　　　6600 円

12 栄養士 若干名 栄養士免許 月額 14 万 7000 円
13 検査技師 若干名 検査技師免許 日額　　　8500 円

●勤務先　上天草総合病院
●種　別　番号２・９・１１・１３は臨時、その他は非常勤

番号 職種 募集人員 資格等 賃金・報酬額

14
看護師

３人程度
看護師・
准看護師免許

月額 16 万 3000 円

准看護師 月額 14 万 7000 円

15 事務員 １人程度
有資格者および
実務経験者

月額 11 万 5000 円

●勤務先　教良木診療所
●種　別　すべて非常勤

龍ヶ岳地区で介護予防事業を開始します
　龍ヶ岳地区にお住まいの皆さまに、日常生活を営むうえで必要

な心と体の健康づくりに取り組んでいただくため 12 月から、き

ららの里で新たな事業を開始します。参加は事前予約制で、当日

の送迎も行います。詳しくはお問い合わせください。

■問合せ先　きららの里　☎ 0969（62）1123
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涯
学
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し
の
ペ
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ジ

　

図書の寄贈について

　吉澤ミカサさん、ほか１人にご寄贈いただきました。

ありがとうございました。

■図書館おはなし会（30 分～１時間）
【中　央】 １月はお休みです
【大矢野】 １月 10 日 （土）午後２時から
【姫　戸】 １月 10 日 （土）午前10時から
【龍ヶ岳】12月20日 （土）午後２時から
【龍ヶ岳】 １月 17 日 （土）午後２時から
【対　象】　幼児～小学校低学年
※日程・場所変更の場合がありますので、各館まで確認を

お願いします。

■赤ちゃんおはなし会
１月はお休みです

（大矢野森記念図書館）

（姫戸図書館）

（龍ヶ岳図書館）

（龍ヶ岳図書館）

■問合せ先　社会教育課生涯学習係　☎ 0969（28）3361

移動図書館巡回日

● 12 月…17 日（姫戸）、24 日（龍ヶ岳）

● １月…７日（大矢野）、14 日（松島）

※雨天の場合は翌日に延期します。詳しい場所・時間

についてはお問い合わせください。ご利用をお待ち

しています。

　今年も早いもので年の瀬が近づいてきました。年末

には大掃除をするご家庭が多いと思います。その際に

返却忘れの本、ビデオ・ＤＶＤ、雑誌などがありまし

たら図書館まで返却をお願いします。お忙しい時期で

すがご協力をお願いします。

図書返却のお願い

　平成 27 年１月 12 日（月）まで読書マラソンを開催し

ています。ルールは簡単！本を読んでスタンプを集める

だけ！さらに、図書館おはなし会に参加すると３ポイン

トゲット！そして１枚のスタンプ台紙が埋まるとサイコロ

ボーナスにチャレンジできます！運だめしにサイコロを

振ってポイントをたくさんためましょう！たくさん読んだ

人には“お楽しみ”が待っていますよ♪冬休みの間に図書

館へ来て、たくさんポイントをゲットしてくださいね！！

　なおスタンプ台紙の回収は１月末までです。氏名、学年、

学校名（保育園名）を書いたかしっかり確認し、市内の図

書館または学校に提出してください。参加している皆さん、

頑張ってください！

読書マラソン引き続き絶賛開催中！

■開催日時　平成 27年２月 14日（土）
　午後２時開演（午後１時 30分開場）

■場所　松島総合センター「アロマ」
■出演者　二代 林家木久蔵（本席）／林家け
い木（前座）

■チケット　12月 15日（月）から販売開始
　一般 1000 円（当日 1500 円）

　高校生以下 500円（当日 1000 円）

　※未就学児童の入場はご遠慮ください。

■前売り販売場所　松島総合センター「アロ
マ」、大矢野窓口センター（大矢野庁舎）、

市民窓口課（松島庁舎）、姫戸・龍ヶ岳各統

括支所、各出張所

■問合せ先
　社会教育課生涯学習係　☎ 0969（28）3361

　市教育委員会では、古くから日本を代表す

る大衆芸能である落語を取り入れ、二代 林家

木久蔵師匠をお招きし、次のとおり文化事業

を開催します。つきましては、前売りチケッ

トの販売をはじめますので多くの皆さまのご

来場をお待ちしております。

上天草市自主文化事業
「二代　林家木久蔵　落語会」を開催します「二代　林家木久蔵　落語会」を開催します

　10 月 30 日、姫戸小に日本センチュリー交響楽団が

やってきました。この事業は、文化庁が全国の小中学

校において一流の文化芸術団体の公演を行うもので、

優れた舞台芸術を鑑賞する機会を提供しているもの

です。

　当日は、龍ヶ岳小および姫戸中からも児童生徒が招

待され、迫力あるオーケストラ楽器の演奏に魅了され

ていました。プログラムには、指揮者の関谷弘志さん

から指揮棒を預かりオーケストラの指揮者を体験す

るコーナーもあり、姫戸小６年生の川本悠斗さんと５

年生の須﨑心咲さんが緊張の面持ちで指揮者を体験

しました。最後には、楽団からこの公演の記念に姫戸

小校歌の楽譜が児童にプレゼントされました。

姫戸小学校に
オーケストラがやってきた

　11 月１日、大矢野総合体育館において、第 10 回上

天草市学童ミニバスケットボール大会が開催されま

した。

　大会当日は、市内から５校７チームの参加があり、

各チーム優勝を目標に大会の火蓋が切られました。予

選から決勝戦まで熱戦が繰り広げられ、選手の一生懸

命プレーする姿に保護者の応援もより一層力が入っ

ている様子でした。

　決勝戦は、龍ヶ岳小ＭＢＣチームが大会５連覇中の

今津小Ａチームに勝利し優勝を勝ち取りました。

第 10回上天草市学童
ミニバスケットボール大会

■問合せ先
　社会教育課スポーツ推進係　☎ 0969（28）3380

■問合せ先
　社会教育課生涯学習係　☎ 0969（28）3361

▲オーケストラの指揮者を体験 ▲優勝した「龍ヶ岳小ＭＢＣチーム」

　図書館の本をよく見ると、薄いビニールに覆われてい

るのをご存知でしょうか？これはフィルムコートといい

まして、私自身セロハンテープのオバケみたいな物かと

思っていました。ところがこれ

が、なかなかの優れもの。うす

い割に丈夫で、ダイオキシンを

発生しない素材でできており、

さらに抗菌機能までついており

ます。あなどれない道具だと感

心してしまいました。

とある新人司書の不定期つぶやき

【全館共通】
●休館日 12 月 15 日、22 日、28 日～ 31 日
　１月１～５日、13、19 日、26 日、31 日
※ 12 月 28 日（日）～翌年１月５日（月）までは
年末年始のため休館となります。皆さまにはご
迷惑をおかけしますが、よろしくお願いします。

中央図書館 ☎0969（56）0777【アロマ呼出】
•開館時間　午前10時～午後６時（土・日・祝日：～午後５時）

大矢野森記念図書館 ☎0964（56）3363【図書館直通】
•開館時間　午前10時～午後６時（土・日・祝日：～午後５時）

姫戸図書館 ☎0969（58）2111【姫戸統括支所呼出】
•開館時間　午前10時～午後５時（土・日・祝日：同）

龍ヶ岳図書館 ☎0969（62）0930【図書館直通】
•開館時間　午前10時～午後５時（土・日・祝日：同）

今月の本
ほ ん

テーマはコレっ！

12 月のテーマ『たまには海外の本読んで
みませんか？』

１月のテーマ『2015 年大河ドラマ
予習スペシャル』

報報情

図書館だより
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市
で
は
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
行
政
運
営
を
行
う
た
め
、
行
政
活
動
（
仕

事
）
を
分
析
し
、
仕
事
の
有
効
性
や
効
率
性
な
ど
を
評
価
し
、「
評
価
か
ら

改
革
・
改
善
へ
」
と
い
う
流
れ
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
行
政
評
価
」

を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
行
っ
て
き
た
行
政
評
価
の
実
施
結
果
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

  　
　

       
■
問
合
せ
先　

財
政
課
財
政
係　

☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
２
８

平
成
26
年
度

行
政
評
価
の
結
果
を
公
表
し
ま
す

　

市
で
は
、
行
政
評
価
を
行
政
体
質
改

革
の
た
め
の
強
力
な
行
政
経
営
シ
ス
テ

ム
と
捉
え
、
次
の
３
点
を
導
入
の
主
た

る
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

行
政
評
価
と
は
、
行
政
活
動
と
そ
の

成
果
を
、
客
観
的
な
指
標
を
用
い
て
可

能
な
限
り
数
値
化
し
、
目
的
の
達
成
度

や
効
率
性
を
評
価
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
向
上
に
つ
な
げ
よ
う
と
す
る
取

組
み
で
す
。

　

行
政
評
価
で
明
ら
か
に
な
っ
た
施
策

や
事
務
事
業
の
課
題
な
ど
を
改
善
し
、

よ
り
効
率
的
・
効
果
的
に
市
政
運
営
を

展
開
し
ま
す
。

　
施
策
・
事
務
事
業
の
取
捨
選
択
な
ど

の
意
思
形
成
過
程
を
明
確
に
し
ま
す
。

　

ま
た
、
事
務
事
業
が
市
民
に
と
っ
て

ど
の
よ
う
な
成
果
が
あ
っ
た
か
な
ど
を

評
価
し
、
市
民
に
わ
か
り
や
す
く
説
明

す
る
こ
と
で
、
市
の
業
務
の
透
明
性
を

高
め
、
説
明
責
任
を
果
た
し
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
「
観
光
需
要
と
観
光
消
費
の
拡
大
」

と
「
農
林
水
産
業
の
生
産
・
加
工
・
販

売
の
拡
大
」
の
２
つ
の
施
策
を
重
点
に

市
政
運
営
を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
本
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
「
第
２
次
上
天
草
市
総
合
計
画
」
の

中
で
最
重
点
戦
略
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
お
り
、
平
成
27
年
度
の
重
点
施
策

の
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、
第
２
次
総
合

計
画
の
最
重
点
戦
略
項
目
で
あ
る
こ
れ

ら
の
施
策
に
対
し
て
重
点
的
に
予
算
を

配
分
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
子
ど
も
、
若
者
、
お
年

寄
り
が
住
み
や
す
い
「
活
力
」「
誇
り
」

「
安
心
」
に
満
ち
た
ま
ち
を
実
現
す
る
た

め
に
、
行
政
評
価
で
得
ら
れ
た
結
果
は
、

予
算
編
成
の
判
断
材
料
と
し
て
活
用
し

て
い
き
ま
す
。

行
政
評
価
と
は

３
つ
の
目
的

①
わ
か
り
や
す
く
透
明
性
の
高
い
行
政

運
営
の
実
現

②
ま
ち
づ
く
り
の
成
果
水
準
の
向
上

　

仕
事
の
目
的
や
目
標
を
明
確
に
し
、

成
果
重
視
型
行
政
へ
の
転
換
を
図
り
施

策
の
成
果
水
準
を
高
め
ま
す
。

　

ま
た
、
限
ら
れ
た
行
政
資
源
を
有
効

に
活
用
し
、
最
小
の
投
資
で
最
大
の
効

果
を
あ
げ
る
行
政
経
営
を
実
現
し
ま
す
。

③
行
政
体
質
の
改
革

　

施
策
や
事
務
事
業
に
対
す
る
問
題
発

見
能
力
や
分
析
力
、
企
画
力
な
ど
の
政

策
形
成
能
力
を
組
織
的
に
養
う
こ
と
で
、

組
織
の
体
質
改
善
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
職
員
の
成
果
意
識
や
コ
ス
ト

意
識
を
確
立
し
、
組
織
の
活
性
化
と
仕

事
の
質
的
向
上
を
図
り
ま
す
。

予
算
編
成
と
結
果
の
活
用

評価 評価件数 割合（％） 施策合計

目標達成度
目標値より高い実績値 6 16.7

36目標値どおりの実績値 17 47.2

目標値より低い実績値 13 36.1

時系列比較（過去３年）

向上した 1 2.8

36

やや向上した 14 38.9

ほとんど変わらず 15 41.7

やや低下した 6 16.6

低下した 0 0

他自治体との比較

高い水準 0 0

36

やや高い水準 7 19.4

ほぼ同水準 19 52.8

やや低い水準 9 25.0

低い水準 1 2.8

住民期待水準との比較

高い水準 0 0

36

やや高い水準 2 5.6

ほぼ同水準 21 58.3

やや低い水準 13 36.1

低い水準 0 0

　

今
回
は
、
36
の
施
策
を
対
象
に
評
価

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

評
価
は
、「
目
標
達
成
度
」「
時
系
列

比
較
（
過
去
３
年
）」「
他
自
治
体
と
の

比
較
」「
住
民
期
待
水
準
と
の
比
較
」
の

４
つ
の
項
目
で
行
い
、
各
事
業
の
今
後

の
方
向
性
や
取
組
み
内
容
を
検
討
し
ま

し
た
。

　

な
お
、
今
回
、
紹
介
す
る
行
政
評
価

の
結
果
は
、
ほ
ん
の
一
部
で
す
が
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
「
行
政
評
価
の
実

施
結
果
の
概
要
」、「
事
務
事
業
評
価
結

果
」
も
公
表
し
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
評
価
結
果
を
測
る

際
の
補
足
資
料
と
し
て
毎
年
実
施
し
て

い
る
「
市
民
意
識
調
査
」
に
つ
い
て
も
、

次
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

評
価
結
果

評価集計結果

目標達成度が
高い評価施策

時系列比較で
高い評価施策

他自治体との比較で
高い評価施策

住民期待水準との比較で
高い評価施策

○児童福祉の向上

○障がい者福祉の向上

○農林業の振興

○広報・広聴活動と情

　報公開の推進

　　　　　　　　など

○スポーツの振興

○産業・就業支援の

　向上

○公共交通機関の整備

○身の回りの環境保全

　　　　　　　　など

○医療の充実

○工業の振興

○商業の振興

○観光の振興

○行政運営の効率化

　　　　　　　など

○商業の振興

○住民参加の推進　など
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社 会 教 育
の 充 実

ス ポ ー ツ
文化の振興

健康づくり
の 推 進

高齢者福祉
の 向 上

男 女 共 同
参 画 社 会
の 推 進

農 林 業
の 振 興

工 業
の 振 興

商 業
の 振 興

観 光
の 振 興

産 業 就 業
支援の充実

適 切 な
土 地 利 用
の 推 進

道 路 橋 梁
の 整 備

港 湾
の 整 備

河川・海岸等
の 整 備

公共交通機関
の 整 備

上 水 道
の 整 備

生 活 排 水
処 理 施 設
の 整 備

公 園
の 整 備

住宅・住環境
の 整 備

安心、安全の
まちづくり

ご み 処 理
体制の確立

身 の 回 り
の環境保全

森 林 の
維 持 活 用

住 民 参 加
の 推 進

広 報 公 聴
と情報公開
の 推 進

行 政 運 営
の 効 率 化

財 政 運 営
の 効 率 化

今より力を入れずによい今以上力を入れて取り組むべき    今までどおりでよい最優先に取り組むべき わからない【凡例】

低所得者福祉
へ の 対 応

今より力を入れずによい今以上力を入れて取り組むべき    今までどおりでよい最優先に取り組むべき わからない

【凡例】 市民意識調査
の結果を

お知らせします
●調 査 期 間　平成 26 年３月７日～平成 26 年４月 18 日
●調査対象者　20 歳以上の上天草市民 2000 人（無作為抽出）
●回 答 者 数　728 人
●回　答　率　36.4％（前回調査：39.6％）

　市では、平成20年度から行政評価に取り組んで

おり、その中で市が実施する各施策の成果を測るた

めの資料として、市民意識調査を実施しています。

　この調査は、毎年無作為抽出による 20 歳以上

の市民 2000 人を対象としており、市の統計資料

などでは推測し難い市民の生活実態や満足度を調

査し、市の施策が市民にとって効果的に実施され

ているかを測るものです。

　調査の結果は、市政運営や政策立案に活用して

いる行政評価の中での成果指標の一部として反映

しています。今後とも市民の皆さまのご理解とご

協力をお願いします。

■問合せ先　財政課財政係　☎ 0964（26）5528

学 校 教 育
の 充 実

地 域 文 化
の 振 興

医 療
の 充 実

児 童 福 祉
の 向 上

域 外 交 流
の 促 進

情 報 環 境
の整備充実

水 産 業
の 振 興

障 が い 者
福祉の向上
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21.4% 37.8% 17.4%

27.4% 33.1% 19.7%

22.0% 35.3%

3.0%

18.4%

16.7%

2.3%

1.2%22.2%

3.0%

18.4%

16.7%

2.3%

1.2%22.2%

22.0%

H24

H25

H26

5.9% 25.9% 26.1%

12.0% 26.2% 26.7%

7.8% 22.9%

5.9%

35.7%

29.2%

3.2%

3.2%38.9%

5.9%

35.7%

29.2%

3.2%

3.2%38.9%

30.4%

H24

H25

H26

28.2% 37.7% 21.1%

30.3% 29.1% 27.7%

24.9% 38.0%

2.0%

11.3%

10.9%

0.7%

12.2% 0.9%

2.0%

11.3%

10.9%

0.7%

12.2% 0.9%

25.1%

H24

H25

H26

12.7% 36.2% 26.1%

18.2% 32.1% 28.3%

10.4% 33.9%

3.4%

24.9%

18.0%

1.4%

23.6% 1.4%

3.4%

24.9%

18.0%

1.4%

23.6% 1.4%

29.4%

H24

H25

H26

11.1% 35.0% 21.3%

18.0% 32.0% 22.1%

9.6% 31.7%

3.7%

31.2%

24.3%

1.6%

1.4%31.3%

3.7%

31.2%

24.3%

1.6%

1.4%31.3%

25.8%

H24

H25

H26

21.1% 39.4% 16.4%

24.4% 31.7% 19.3%

18.8% 34.9%

2.9%

23.5%

21.6%

1.1%

0.2%22.9%

2.9%

23.5%

21.6%

1.1%

0.2%22.9%

21.7%

H24

H25

H26

8.5% 36.6% 18.3%

15.2% 31.0% 21.0%

8.8% 32.6%

3.4%

35.6%

29.5%

0.8%

2.0%34.6%

3.4%

35.6%

29.5%

0.8%

2.0%34.6%

22.3%

H24

H25

H26

9.4% 35.7% 19.8%

15.4% 32.2% 21.5%

8.7% 33.5%

2.5%

35.4%

28.3%

0.8%

1.1%34.0%

2.5%

35.4%

28.3%

0.8%

1.1%34.0%

21.6%

H24

H25

H26

14.4% 32.8% 16.0%

16.2% 30.7% 17.1%

12.0% 32.7%

1.6%

33.4%

34.4%

1.4%

0.7%0.7%36.1%

1.6%

33.4%

34.4%

1.4%

36.1%

20.6%

H24

H25

H26

19.7% 43.0% 17.1%

23.0% 36.5% 21.5%

18.0% 39.7%

1.5%

20.2%

17.4%

0.5%

0.5%19.7%

1.5%

20.2%

17.4%

0.5%

0.5%19.7%

21.6%

H24

H25

H26

14.7% 39.0% 15.5%

18.5% 35.4% 17.8%

12.9% 36.4%

1.4%

31.2%

26.9%

0.4%

0.7%30.0%

1.4%

31.2%

26.9%

0.4%

0.7%30.0%

19.1%

H24

H25

H26

9.9% 36.9% 15.6%

15.0% 37.0% 17.6%

8.4% 33.8%

1.5%

37.4%

28.8%

0.8%

0.7%36.8%

1.5%

37.4%

28.8%

0.8%

0.7%36.8%

19.6%

H24

H25

H26

11.9% 37.4% 23.0%

16.9% 33.1% 23.0%

9.9% 34.5%

2.5%

28.4%

24.4%

0.7%

1.4%26.2%

2.5%

28.4%

24.4%

0.7%

1.4%26.2%

26.5%

H24

H25

H26

16.3% 39.7% 23.9%

20.1% 32.4% 28.7%

14.4% 36.9%

2.0%

20.3%

16.8%

0.8%

0.6%19.6%

2.0%

20.3%

16.8%

0.8%

0.6%19.6%

27.6%

H24

H25

H26

5.9% 29.7% 21.2%

11.4% 34.4% 19.7%

4.3% 27.5%

3.3%

42.7%

31.2%

1.5%

1.4%41.9%

3.3%

42.7%

31.2%

1.5%

1.4%41.9%

24.0%

H24

H25

H26

4.2% 31.2% 21.9%

11.0% 27.7% 21.2%

4.3% 28.6%

2.1%

41.5%

37.9%

0.4%

1.4%41.4%

2.1%

41.5%

37.9%

0.4%

1.4%41.4%

25.3%



など

次の①から④までおよび

年
賀
状
な
ど
の
あ
い
さ
つ
状
の
禁
止

暑
中
見
舞
状
な
ど
の
時
候
の
あ
い
さ
つ
状（
電
報
な

ど
も
含
む
）を
出
す
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

ビ・
ラ
ジ
オ・イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に
出
す
と
処
罰
さ

れ
ま
す
。政
治
家
や
後
援
団
体
に
対
し
、あ
い
さ
つ
を

目
的
と
す
る
有
料
広
告
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ

て
お
り
、威
迫
し
て
求
め
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

飲食物などの差入

秘書などが代理で

開店祝など
の花輪

旅行などの催物へ
の寸志・飲食物
の差入

秘書などが代理で

■問合せ先　上天草市選挙管理委員会　☎ 0964（26）5526

など

次の①から④までおよび

年
賀
状
な
ど
の
あ
い
さ
つ
状
の
禁
止

暑
中
見
舞
状
な
ど
の
時
候
の
あ
い
さ
つ
状（
電
報
な

ど
も
含
む
）を
出
す
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

ビ・
ラ
ジ
オ・イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に
出
す
と
処
罰
さ

れ
ま
す
。政
治
家
や
後
援
団
体
に
対
し
、あ
い
さ
つ
を

目
的
と
す
る
有
料
広
告
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ

て
お
り
、威
迫
し
て
求
め
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

飲食物などの差入

秘書などが代理で

開店祝など
の花輪

旅行などの催物へ
の寸志・飲食物
の差入

秘書などが代理で

■問合せ先　上天草市選挙管理委員会　☎ 0964（26）5526
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I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n

問合せ先

□上天草市消費生活セン
ター
　市役所大矢野庁舎１階
　☎ 0964（56）0783
□上天草市ふるさとハ
ローワーク
　市役所大矢野庁舎１階
　☎ 0964（57）4510
□上天草市農林水産物加
工品開発研究センター
　〒 869-3603
　上天草市大矢野町中
　11582-24　
　☎ 0964（56）6100
□松島地区清掃センター
　〒 861-6105
　上天草市松島町教良木
　236-264
　☎ 0969（57）0161

税
の
ひ
ろ
ば

相
談
・
申
請

☎
保
健
課

年
金
相
談
を
実
施
し
ま
す

▼
固
定
資
産
税　
　
　
　

第
３
期

▼
国
民
健
康
保
険
税　
　

第
７
期

▼
納
期
限　
　
　

12
月
25
日（
木
）

▼
口
座
振
替
日　

12
月
25
日（
木
）

▼
問
合
せ
先　

○
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　

☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
２
０

○
税
務
課
市
民
税
係

　

☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
１
９

☎
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

消
費
全
般
に
関
す
る
相
談

を
受
け
付
け
ま
す

　

契
約
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ

ル
や
悪
質
商
法
な
ど
に
よ
る
被

害
、
多
重
債
務
（
借
金
問
題
）
で

お
悩
み
の
人
の
ご
相
談
な
ど
、
消

費
全
般
に
関
す
る
ご
相
談
に
対
し

て
専
門
の
相
談
員
が
問
題
解
決
に

向
け
て
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

お
か
し
い
な
、
困
っ
た
な
と
思
っ

た
と
き
は
一
人
で
悩
ま
ず
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
開
設
日
時　

月
～
金
曜
日
（
祝

日
な
ど
を
除
く
）
午
前
９
時
～

午
後
４
時
（
正
午
～
午
後
１
時

を
除
く
）

▼
場
所　

大
矢
野
庁
舎
１
階

▼
巡
回
相
談　

も
っ
と
身
近
に
ご

利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
巡
回

相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す

○
松
島
地
区

 

・
場
所　

松
島
庁
舎
１
階
相
談
室

 

・
開
設
日　

毎
月
第
２
、
第
４
木

曜
日

 

・
時
間　

午
前
９
時
～
正
午

○
姫
戸
地
区

 

・
場
所　

姫
戸
統
括
支
所
１
階
相

談
室

 

・
開
設
日　

毎
月
第
１
、
第
３
木

曜
日

 

・
時
間　

午
前
９
時
～
正
午

○
龍
个
岳
地
区

 

・
場
所　

龍
个
岳
統
括
支
所
１
階

相
談
室

 

・
開
設
日　

毎
月
第
１
、
第
３
木

曜
日

 

・
時
間　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

▼
問
合
せ
先
・
相
談
電
話
番
号　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６
４
（
56
）
０
７
８
３

　

年
金
全
般
に
関
す
る
相
談
を
受

け
付
け
ま
す
。
相
談
日
の
１
週
間

前
ま
で
に
必
ず
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
日
時　

平
成
27
年
１
月
16
日

　
（
金
）
午
前
10
時
30
分
～
午
後

☎
総
務
課

行
政
相
談
を
実
施
し
ま
す

　

行
政
に
関
す
る
苦
情
、
要
望
お

よ
び
意
見
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
、お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
開
設
日

　
平
成
27
年
１
月
８
日

（
木
）

○
松
島　

午
後
１
時
～
４
時
・
松

島
庁
舎

▼
開
設
日

　
平
成
27
年
１
月
８
日

（
木
）

○
大
矢
野　

午
後
１
時
～
４
時
・

大
矢
野
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
問
合
せ
先　

総
務
課
総
括
係

　

☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
２
６

☎
税
務
課

12
月
の
納
税

　

平
成
26
年
10
月
１
日
以
後
に
開

始
す
る
事
業
年
度
か
ら
、
法
人
税

を
納
め
る
義
務
が
あ
る
法
人
は
、

基
準
法
人
税
額
に
４
・
４
％
の
税
率

を
乗
じ
て
計
算
し
た
地
方
法
人
税

を
、
法
人
税
と
同
じ
時
期
に
申
告
・

納
付
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
地
方
法
人
税
の
創
設
に

伴
い
、
法
人
税
確
定
申
告
書
の
様

式
も
改
訂
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

制
度
の
詳
細
は
、
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w

.nta.go.jp

）

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
平
成
26
年
度

法
人
税
関
係
法
令
の
改
正
の
概

要
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

　
天
草
税
務
署

　

☎
０
９
６
９
（
22
）
２
５
１
０

☎
総
務
課

無
料
法
律
相
談
所
を
開
設

し
ま
す

　

市
民
の
法
律
な
ど
に
関
す
る
心

配
ご
と
や
困
り
ご
と
（
家
庭
・
金

銭
・
相
続
・
登
記
な
ど
の
問
題
）

の
相
談
に
対
し
、
弁
護
士
が
指

導
、
助
言
な
ど
を
行
い
、
そ
の
問

題
の
解
決
ま
た
は
解
決
の
糸
口
と

な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
設
し

ま
す
。

▼
対
象
者　

本
市
に
住
ん
で
い
る

人
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し
て
い

る
人

▼
開
設
日
時　

平
成
27
年
１
月
20

日
（
火
）
午
後
１
時
～
５
時

▼
開
設
日
時　

大
矢
野
庁
舎
１
階

相
談
室

▼
相
談
費
用　

無
料

▼
相
談
方
法　

面
談
相
談
で
、
同

一
案
件
に
対
し
１
回
の
相
談

▼
相
談
時
間　

１
人
１
回
30
分
ま
で

▼
申
込
方
法　

完
全
予
約
制

※
総
務
課
に
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
な
ど
で
の
申

込
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

▼
申
込
先
・
問
合
せ
先　

総
務
課

総
括
係

　

☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
２
６

地
方
法
人
税
が
創
設
さ
れ

ま
し
た

３
時
30
分

▼
場
所　

大
矢
野
庁
舎
書
庫
棟
１

階
会
議
室

▼
問
合
せ
先　

保
健
課
後
期
高
齢

者
医
療
年
金
係　

　

☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
７
５

□
本
渡
年
金
事
務
所
に
て
年
金
相

談
予
約
受
付
中

　

待
ち
時
間
な
し
で
年
金
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。
年
金
手
帳
を
確

認
し
、
本
渡
年
金
事
務
所
ま
で
お

電
話
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

本
渡
年
金
事
務
所

お
客
様
相
談
室　

　

☎
０
９
６
９
（
24
）
２
１
１
２

☎
学
務
課

小
中
学
生
の
就
学
援
助
制

度
が
あ
り
ま
す

　

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
、
学
校

で
必
要
な
費
用
の
支
払
い
が
困
難

な
保
護
者
に
対
し
て
、
学
用
品
な

ど
の
経
費
の
一
部
を
援
助
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
の
申
請
に
つ
い
て

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
対
象
者　

市
内
の
小
中
学
校
に

在
学
す
る
児
童
・
生
徒
の
保
護

者
で
、
所
得
な
ど
の
認
定
要
件

を
満
た
す
人

▼
申
請
期
間

①
小
中
学
校
に
在
学
中
の
児
童
・

生
徒
（
現
小
学
１
年
生
～
中
学

２
年
生
）
の
保
護
者
：
平
成
27

年
１
月
９
日
（
金
）
～
１
月
30

日
（
金
）

②
平
成
27
年
４
月
に
小
学
校
に
入

学
す
る
児
童
（
小
学
１
年
生
）

の
保
護
者
：
平
成
27
年
１
月
９

日
（
金
）
～
４
月
30
日
（
木
）

▼
申
請
方
法　

申
請
方
法
な
ど

は
、
平
成
27
年
１
月
に
学
校
か

ら
（
新
１
年
生
は
、
体
験
入
学

や
入
学
式
な
ど
で
）
配
布
さ
れ

る
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て
詳
し

く
は
、
学
務
課
ま
た
は
お
近
く

の
小
中
学
校
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

学
務
課
学
務
係

　

☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
６
４

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

　

県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ま
に
人

権
を
身
近
な
問
題
と
し
て
考
え
て

も
ら
う
た
め
、
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　

平
成
27
年
１
月
24
日

（
土
）
午
後
１
時
～
４
時

▼
場
所　

熊
本
テ
ル
サ（
熊
本
市
）

▼
内
容　

元
プ
ロ
陸
上
選
手
・
為

末
大
さ
ん
に
よ
る
講
演
、
樋
口

了
一
さ
ん
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

▼
申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
参
加
希
望
人
数
（
１

件
に
つ
き
２
人
ま
で
）、
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
知
っ
た
き
っ
か

け
を
ご
記
入
の
上
、
ハ
ガ
キ
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
県
人
権
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
先　

〒
８
６
２
︲
８
５
７
０

熊
本
県
人
権
同
和
政
策
課
人
権

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
係
（
※
住
所

記
載
不
要
）

▼
問
合
せ
先　

県
人
権
同
和
政
策
課

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
９
９

　
℻
０
９
６
（
３
８
３
）
１
２
０
６

人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

開
催
し
ま
す

　

県
で
は
、天
草
各
地
に
お
い
て
、

天
草
の
魅
力
を
高
め
る
優
れ
た
取

組
み
を
行
っ
て
い
る
団
体
な
ど
を

表
彰
す
る
「
美
し
く
美
味
し
い
天

草
表
彰（
仮
称
）」を
実
施
し
ま
す
。

　

受
賞
者
に
は
、「
天
草
五
橋
開

通
50
周
年
事
業
（
仮
称
）」
の
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
地
域
内
外
へ

の
情
報
発
信
な
ど
に
協
力
し
て
い

た
だ
く
予
定
で
す
。

　

な
お
、
受
賞
者
は
県
天
草
広
域

本
部
長
と
外
部
選
考
委
員
が
メ
ン

バ
ー
の
「
選
考
会
議
」
で
決
定
し
、

平
成
27
年
２
月
末
ま
で
に
表
彰
を

行
う
予
定
で
す
。

▼
表
彰
対
象　

天
草
市
、
上
天
草

市
お
よ
び
苓
北
町
で
活
動
し
て

い
る
団
体
（
個
人
も
可
）

※
表
彰
を
受
け
る
に
は
、
市
長
の

推
薦
ま
た
は
自
ら
表
彰
に
該
当

す
る
と
思
わ
れ
る
団
体
な
ど
か

ら
の
申
し
出
が
必
要
で
す
。

▼
募
集
期
限　

12
月
26
日
（
金
）

　

表
彰
の
詳
し
い
内
容
や
必
要

な
様
式
な
ど
は
、
天
草
広
域
本

部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w

.pref.
kum

am
oto.jp/site/am

akusa-
hp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

県
天
草
広
域
本
部

総
務
振
興
課

　

☎
０
９
６
９
（
22
）
４
２
１
３

﹁
美
し
く
美
味
し
い
天
草
表

彰
︵
仮
称
︶﹂
を
実
施
し
ま

す

﹁
海
フ
ェ
ス
タ
く
ま
も
と
﹂

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
・
標
語

を
募
集
し
ま
す

　
「
海
フ
ェ
ス
タ
」
は
、「
海
の
日
」

が
、
海
の
恩
恵
に
感
謝
し
、
海
洋

国
日
本
の
繁
栄
を
願
う
日
と
い
う

本
来
の
意
義
を
再
認
識
し
、
海
に

対
す
る
関
心
を
持
つ
こ
と
を
目
的

に
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
来
年

度
、上
天
草
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

①
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク　

指
定
応
募

用
紙
ま
た
は
縦
横
１
５
０
㍉
の

枠
を
書
い
た
Ａ
４
白
色
用
紙

（
縦
）
に
フ
ル
カ
ラ
ー
（
グ
ラ

デ
ー
シ
ョ
ン
不
可
）
で
描
い
て

く
だ
さ
い
。

※
１
枚
１
作
品
、
１
人
３
作
品
以
内

②
標
語　

指
定
応
募
用
紙
ま
た
は

Ａ
４
白
色
用
紙
（
縦
）
に
、
ひ

ら
が
な
、カ
タ
カ
ナ
、漢
字
、ロ
ー

マ
字
で
書
い
て
く
だ
さ
い
。

※
１
枚
１
作
品
、
１
人
３
作
品
以
内

▼
応
募
方
法　

平
成
27
年
１
月
９

日
ま
で
に
、
作
成
し
た
作
品
を

持
参
ま
た
は
郵
送
。

※
Ａ
４
白
色
用
紙
を
使
用
す
る
場

合
は
、
作
品
の
説
明
・
意
図
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
年
齢
、
性
別
、
職

業
（
学
校
名)

、
電
話
番
号
を

余
白
に
記
載
す
る
こ
と
。

▼
賞　

各
部
門
最
優
秀
賞
１
点
ず

つ
各
10
万
円（
高
校
生
以
下
は
、

相
当
額
の
図
書
カ
ー
ド
）

▼
発
表　

２
月
下
旬
ま
で
に
本
人

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
応
募
作
品
の
取
扱
い

・
採
用
作
品
の
著
作
権
・
使
用
に

関
す
る
す
べ
て
の
権
利
は
、
実

行
委
員
会
に
帰
属
し
ま
す
。

・
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

　

そ
の
他
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
・
問
合
せ
先　

〒
８
６
０

︲
８
６
０
１
海
フ
ェ
ス
タ
実
行

委
員
会
事
務
局
（
熊
本
市
交
通

政
策
総
室
内
）

　

☎
０
９
６
（
３
２
８
）
２
５
０
５
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お知らせ

　誰かに何かを伝えたい、メッセー

ジしたいと思うとき、私たちは往々

にして、言葉という手段に頼ること

になります。

― 伝わらなければ、伝えていないこ

とと同じ ―

　この悲しくも厳然とした事実を前

に、私たちは自身の言葉を磨き、紡

ぐしかありません。そんなことを考

えるとき、思い浮かぶ一人の言葉の

達人がいます。それは、長井鞠子（な

がいまりこ）さんです。

　先進国首脳が集うサミット、貿易

交渉や軍縮会議、そして 2020 年東京

オリンピック招致に至るまで、過去

40 年以上日本の外交を支えてきた通

訳のスペシャリストです。彼女の同

時通訳は、その世界の最高峰と言わ

れています。話者が話すとほぼ同時

に、まるでその発言者が話している

かのような自然な言葉で、日本語を

英語に、英語を日本語に、個性やニ

ュアンスまで正確に再現してみせる

のです。

　その極意とは、次の３つです。

①「誰かに伝えたい」と思う内容（コ

ンテンツ）を持っているか

②それを伝える熱意があるか

③話を相手に分かりやすくするため

の論理性・構成力があるか

　「改善しようがないなんてない。言

葉には際限がない」長井さんの言葉

です。

　上天草へ来ていただくお客さまは、

観光施設や食事だけを期待して来る

わけでは決してありません。

　私たちは、「一期一会」という言葉

のように、発する言葉に重みと責任

を持つとともに、その影響について

も腹をくくって、お客様をお迎えし

毎日を過ごしてまいりたいと思いま

す。

■問合せ先　観光おもてなし課

　☎ 0964（26）5512

観光おも
てなし課通信

「言葉」

「はっぴーず」

公
共
職
業
訓
練
受
講
生
を

募
集
し
ま
す

▼
訓
練
科
名　

医
療
事
務
特
撰
科

▼
対
象
者　

離
職
者
ま
た
は
自
営

業
を
廃
業
し
就
職
希
望
の
人

▼
募
集
期
間　

平
成
27
年
１
月
７

日
（
水
）
ま
で

▼
訓
練
期
間　

平
成
27
年
２
月
５

日
（
木
）
～
４
月
30
日
（
木
）

▼
訓
練
会
場　

株
式
会
社
ニ
チ
イ

学
館
八
代
校
本
渡
教
室
（
天
草

市
）

▼
内
容　

医
療
事
務
、
調
剤
事
務

の
基
礎
・
応
用
お
よ
び
医
療
事

務
技
能
資
格
（
任
意
受
験
）

※
詳
細
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

天
草
公
共
職
業
安

定
所

　

☎
０
９
６
９
（
22
）
８
６
０
９

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学

校
生
徒
を
募
集
し
ま
す

　

将
来
、
陸
上
自
衛
隊
で
高
機
能

化
・
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
た
装
備
品

を
駆
使
・
運
用
し
、
国
際
社
会
で

も
自
信
を
持
っ
て
対
応
で
き
る
自

衛
官
と
な
る
人
を
養
成
し
ま
す
。

▼
所
在
地　

神
奈
川
県
横
須
賀
市

陸
上
自
衛
隊
武
山
駐
屯
地

▼
応
募
資
格　

平
成
27
年
４
月
１

日
現
在
、
15
歳
以
上
17
歳
未
満

（
平
成
10
年
４
月
２
日
～
平
成

12
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
の
男

子
で
日
本
国
籍
を
有
す
る
人

▼
願
書
受
付　

平
成
27
年
１
月
９

日
（
金
）
ま
で

▼
試
験
日
な
ど

①
１
次
試
験　

平
成
27
年
１
月
24

日
（
土
）

・
場
所　

天
草
地
域
振
興
局

・
合
格
発
表　

平
成
27
年
１
月
30

日
（
金
）

②
２
次
試
験　

平
成
27
年
２
月
５

日
（
木
）
か
ら
８
日
（
日
）
ま

で
の
間
の
指
定
す
る
１
日

・
場
所　

健
軍
駐
屯
地
（
熊
本
市
）

・
合
格
発
表　

平
成
27
年
２
月
20

日
（
金
）

▼
待
遇
な
ど

○
身
分　

特
別
職
国
家
公
務
員

（
生
徒
）

○
手
当　

毎
月
９
万
４
９
０
０
円

（
ボ
ー
ナ
ス
年
２
回
支
給
）

○
そ
の
他　

宿
舎
は
無
料
で
、
食

事
・
制
服
類
・
寝
具
は
支
給
ま

た
は
貸
与
さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

自
衛
隊
天
草
駐
在

員
事
務
所

　

☎
０
９
６
９
（
22
）
３
３
４
９

ス
マ
イ
ル
デ
ザ
イ
ン
コ
ン

テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す

　

県
で
は
、
県
民
が
身
近
に
あ
る

幸
せ
の
タ
ネ
に
気
づ
き
、
自
ら
や

地
域
の
幸
福
の
形
を
考
え
、
主
体

的
な
取
組
み
を
行
う
こ
と
を
目
的

に
、
第
２
回
ス
マ
イ
ル
デ
ザ
イ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。

▼
募
集
内
容

○
企
画
部
門　

県
民
の
笑
顔
に
つ

な
が
る
幸
せ
づ
く
り
の
企
画

○
フ
ォ
ト
部
門　

幸
せ
を
テ
ー
マ

に
誰
か
に
伝
え
た
い
素
敵
な
出

来
事
や
場
所
、
人
物
な
ど
を
映

し
た
写
真
と
コ
メ
ン
ト

○
川
柳
部
門　

日
常
に
あ
る
幸
せ

を
テ
ー
マ
に
し
た
川
柳

▼
募
集
期
間　

平
成
27
年
１
月
15

日
（
木
）
ま
で

▼
応
募
方
法　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
の
応
募
か
応
募
用
紙
の
郵
送

※
詳
細
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

県
企
画
課

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
０
１
９

あ
っ
た
か
家
族
コ
ン
ク
ー

ル
作
品
を
募
集
し
ま
す

　

県
で
は
、家
族
で
取
り
組
む「
家

庭
の
日
」
あ
っ
た
か
家
族
コ
ン

ク
ー
ル
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　

小
中
学
生
の
皆
さ
ん
、
家
族
で

過
ご
し
た
楽
し
い
時
間
を
「
絵

に
っ
き
」
や
「
フ
ォ
ト
に
っ
き
」

に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
応
募
者
全

員
に
参
加
賞
を
準
備
し
て
い
ま

す
。
心
が
温
ま
る
よ
う
な
作
品
を

待
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
学
校
配
布
の
実
施

要
項
ま
た
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
作
品

○
絵
に
っ
き　

小
学
校
低
学
年
の

部
と
高
学
年
の
部
（
２
部
門
）

○
フ
ォ
ト
に
っ
き　

小
中
学
生
の

部
（
１
部
門
）

▼
募
集
期
間　

平
成
27
年
１
月
16

日
（
金
）

▼
表
彰
式　

平
成
27
年
３
月
１
日

（
日
）

▼
問
合
せ
先　

県
く
ら
し
の
安
全

推
進
課

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
９
４

地産地消 料理教室 
～郷土料理編～

　今回は、くまもとふるさと食の名人を講師に招

き、上天草産のコノシロと季節の野菜などを使っ

た郷土料理教室を２回開催します。

　皆さまおなじみの郷土料理の作り方をマスター

しませんか？皆さまのご参加をお待ちしています。

■メニュー　コノシロの姿寿司、だご汁（めんタイプ）

■日時　平成 27 年１月 22 日（木）、23 日（金）

　　　　午前 10 時開始（正午から試食予定）

■場所　上天草市農林水産物加工品開発研究センター

■講師　宮﨑寛子さん（くまもとふるさと食の名人、松島町）

■参加費　500 円（当日お支払いください。）　　

■募集人数　各 15 人（先着順）

■申込方法　12 月 24 日（水）午前９時から次の電話番号で受け付

けます。（募集人数に達し次第締め切ります。）

■申込・問合せ先　農林水産課農業振興係　☎ 0964（26）5516

平
成
27
年
４
月
入
学
の
学

生
を
募
集
し
ま
す

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の

放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学

で
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
幅
広

い
世
代
、
職
業
の
人
が
学
ん
で
い

ま
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・

歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。
出
願

期
間
は
、
平
成
27
年
３
月
20
日
ま

で
で
す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

放
送
大
学
熊
本
学

習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６
（
３
４
１
）
０
８
６
０

　

学
校
や
公
園
・
街
路
、
公
共
施

設
な
ど
の
緑
化
推
進
を
図
る
た

め
、
苗
木
の
配
布
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
者　

植
樹
後
も
管
理
で
き

る
団
体
（
区
や
老
人
会
な
ど
）

▼
対
象
場
所　

学
校
や
公
園
・
街

路
、
公
民
館
な
ど

▼
申
込
方
法　

①
団
体
名
②
担
当

者
名
③
電
話
番
号
④
希
望
す
る

苗
木
の
種
類
、
本
数
⑤
植
樹
す

る
場
所
の
位
置
図
を
明
記
の

上
、
持
参
ま
た
は
郵
送
。

▼
申
込
期
限　

平
成
27
年
１
月
13

日
（
火
）

▼
苗
木
の
種
類　

さ
く
ら
、
イ

チ
ョ
ウ
、
つ
つ
じ
、
も
み
じ
、

緑
化
の
推
進
に
資
す
る
も
の

▼
配
布
時
期　

２
月

※
苗
木
の
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
申
込
多
数
の
場
合
は
配

布
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
込
・
問
合
せ
先　

上
天
草
市

緑
化
推
進
協
議
会
事
務
局
（
農

林
水
産
課
内
）

　

☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
１
５

農業委員会委員の

　農業委員会委員の選挙人名簿は、有権者からの

申請に基づいて毎年１月１日現在で、その選挙資

格を調査し、調製することとされています。

　同選挙の選挙権を有する人は、登載申請書を平

成 27 年１月５日（月）～ 10 日（土）までに市

役所に提出してください。

【注意点】
　前回から、現在の同選挙人名簿に登載されている人へ郵送で申請書を配

布しています。配布時期は、12 月下旬の予定です。申請書が届かない人で

申請を行う場合は、市役所各窓口で申請してください。

【資格要件】　
　選挙権・被選挙権は次の①～③の要件を満たす人に与えられます。

①　上天草市に住所を有し、満 20 歳以上で、10㌃以上の農地を耕作して

いること。

②　①の同居の親族または配偶者で、年間 60 日以上耕作していること。

③　10㌃以上の農地を耕作する農業生産法人の組合員、社員または株主で、

年間 60 日以上耕作していること。

　これらの選挙権、被選挙権を有する人で、市選挙管理委員会が毎年３月

31 日に確定する「農業委員選挙人名簿」に登載された人が、農業委員選挙

で投票することができます。

　なお、選挙人名簿への登載は申請を原則としています。

※農業委員選挙は公職選挙法を準用しています。

※現在 21 人の農業委員が優良農地の確保、有効利用、担い手育成などに

活躍しています。

【問合せ先】　農業委員会事務局　0964（26）5530

選挙人名簿を調製します

☎
農
林
水
産
課

さ
く
ら
、
イ
チ
ョ
ウ
な
ど

の
苗
木
を
配
布
し
ま
す

そ
の
他
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お知らせ

  

20 歳になったら忘れずに
国民年金の加入手続きを

　国民年金は、老後の所得保障だけ

でなく、病気やけがで重い障害が

残ったときなどにも年金を支給し、

思いがけない人生の「万が一」もサ

ポートする公的年金制度です。

　国民年金は、国が責任をもって運

営しているため、支給される年金の

半分の額が国の税金から負担される

など、とても有利で安心な制度です。

■義務と権利
　日本国内の 20 歳から 60 歳までの

すべての人は、国民年金に加入して

保険料を納付する義務と、年金を受

け取る権利があります。

■加入の手続き
　学生や自営業などの人は、20 歳に

なれば国民年金加入手続きが必要で

す。市役所で手続きをしてください。

　既に会社や役所などに勤務し、厚

生年金や共済組合に加入している人

は、国民年金にも同時に加入してい

ることになり、手続きは不要です。

■保険料の猶予・免除
　収入が少なく国民年金保険料を納

付できない場合は、保険料の納付が

猶予・免除される制度があります。

　「学生納付特例制度」は、所得がな

い学生本人の申請により保険料の納

付が猶予される制度です。申請を行

わないまま、国民年金保険料が未納

となると、老後の年金を受けられな

かったり、年金額が低くなることが

あります。また、万が一のときに障

害年金が受け取れないなどの思わぬ

事態を招きますのでご注意ください。

　学生以外の一般の自営業などの人

は、経済的な理由などで保険料の

納付が困難なときに、本人の申請に

よって「保険料免除制度」などを利

用することができます。

　詳しくは、お問い合わせください。

■相談・問合せ先
○本渡年金事務所

　☎ 0969（24）2154

○市保健課後期高齢者医療年金係　

　☎ 0969（28）3375

ねんきんで笑顔

ごみの処理は市の指定を受けた
許可業者に依頼してください
　大掃除などで出る臨時の家庭ごみは、少量であれば各地区の収集日に、ご

みステーションに排出できますが、多量であれば清掃センターへ自己搬入を

行うか、市の指定した許可業者へ収集運搬を依頼し、適正な処理をお願いし

ます。（※年末年始の収集日などは、33 ページをご覧ください。）

業者名 電話番号 許可エリア

有限会社 大矢野清掃社 ☎ 0964（56）4809 大矢野町

八光海運 株式会社 熊本支店 ☎ 0964（56）6000 大矢野町

有限会社 松島清掃社 ☎ 0969（56）0598 松島町

株式会社 クリーン開発 ☎ 0969（28）3130 松島町・姫戸町

龍ヶ岳清掃社 古谷勝治 ☎ 090（1199）3702 龍ヶ岳町

クリーン龍ヶ岳 中直通 ☎ 0969（62）0009 龍ヶ岳町

■問合せ先　環境衛生課衛生係　☎ 0964（26）5524

☎
産
業
雇
用
創
出
課

中
小
企
業
・
商
工
業
者
向
け

の
利
子
補
給
を
行
い
ま
す

　

市
で
は
中
小
企
業
お
よ
び
商
工

事
業
者
が
積
極
的
に
事
業
展
開
す

る
場
合
の
設
備
投
資
お
よ
び
設
備

貸
与
の
た
め
の
事
業
資
金
に
対
す

る
利
子
補
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
対
象
事
業
者

○
中
小
企
業
信
用
保
険
法
第
２
条

第
１
項
に
該
当
す
る
中
小
企
業

○
商
工
会
法
で
規
定
す
る
常
時
従

業
員
20
人
以
下
の
事
業
者
（
商

業
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
業
は
５
人

以
下
の
事
業
者
）

○
本
市
に
住
所
お
よ
び
事
業
所
を

有
す
る
商
工
会
員

○
市
税
に
滞
納
が
な
い
事
業
者

▼
対
象
事
業

○
事
業
用
店
舗
、
倉
庫
、
工
場
、

事
務
所
の
新
増
改
築

○
製
造
ま
た
は
営
業
を
目
的
と
す

る
機
械
設
備
の
導
入

○
顧
客
用
の
無
料
駐
車
場
の
新
改
設

○
運
送
業
、
宅
配
サ
ー
ビ
ス
ま
た

は
移
動
販
売
を
目
的
と
す
る
車

両
購
入
な
ど

▼
利
子
補
給
期
間　

融
資
か
ら
３

年
以
内

▼
補
助
割
合　

借
入
金
利
の
う
ち

年
２
％
以
内

▼
限
度
額　

年
20
万
円

　

詳
し
く
は
産
業
雇
用
創
出
課
ま

た
は
市
商
工
会
各
支
所
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

産
業
雇
用
創
出
課

企
業
誘
致
・
産
業
支
援
係

　

☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
１
１

そ
の
他

１
１
０
番
の
正
し
い
利
用

を
お
願
い
し
ま
す

　

１
月
10
日
は
「
１
１
０
番
の

日
」
で
す
。
県
民
か
ら
寄
せ
ら
れ

る
１
１
０
番
通
報
は
、
事
件
・
事

故
の
早
期
解
決
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

▼
１
１
０
番
は
﹁
緊
急
時
の
通
報

用
﹂
電
話
で
す

○
事
件
・
事
故
な
ど
の
緊
急
時
に

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

○
相
談
や
照
会
な
ど
急
が
な
い
用

件
は
、
警
察
相
談
電
話
（
♯

９
１
１
０
）
ま
た
は
最
寄
り
の

警
察
署
に
電
話
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
１
１
０
番
す
る
時
は
落
ち
着
い
て

次
の
こ
と
を
話
し
て
く
だ
さ
い

○
な
に
が
：
何
が
あ
っ
た
か

○
い
つ
：
何
時
ご
ろ
あ
っ
た
か

○
ど
こ
で
：
発
生
し
た
場
所
・
目

☎
企
画
政
策
課

工
業
統
計
調
査
が
実
施
さ

れ
ま
す

　

平
成
26
年
工
業
統
計
調
査
を
12

月
31
日
現
在
で
行
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

本
調
査
は
、
国
内
の
全
製
造
業

事
業
所
を
対
象
に
毎
年
行
わ
れ
て

い
る
統
計
調
査
で
、
日
本
の
工
業

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
は
、
12
月
か
ら
来
年
１
月

に
か
け
て
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま

す
の
で
、
調
査
票
の
内
容
に
つ
い

て
正
確
な
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、記
入
さ
れ
た
調
査
票
は
、

統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ

れ
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　

企
画
政
策
課
ま
ち

づ
く
り
・
統
計
係

　

☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
３
９

標
の
場
所
は
ど
こ
か

▼
１
１
０
番
通
報
時
の
心
が
け

○
た
め
ら
わ
ず
、
素
早
く

　

警
察
官
の
素
早
い
現
場
対
応
が

事
件
・
事
故
の
早
期
解
決
に
つ

な
が
り
ま
す
。
事
件
・
事
故
は

直
ち
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

○
事
件
・
事
故
現
場
は
詳
し
く

　

市
町
村
名
、
電
話
番
号
、
付
近

の
建
物
な
ど
の
目
的
物
を
お
話

し
く
だ
さ
い
。

▼
い
た
ず
ら
電
話
は
や
め
て
く
だ

さ
い

　

い
た
ず
ら
電
話
の
間
に
本
当
に

必
要
な
１
１
０
番
通
報
が
で
き

な
く
な
り
、
事
件
・
事
故
の
解

決
に
大
き
な
障
害
と
な
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　

上
天
草
警
察
署

　

☎
０
９
６
４
（
56
）
０
１
１
０

平成 27年上天草市消防出初式
　消防団員の士気高揚を図るとともに、本市の消

防力を広く皆さまに披露することで、消防行政に

対する理解と信頼を深めることを目的に新春恒例

の「上天草市消防出初式」を開催します。

　厳しい寒さも予想されますが、消防団の勇士を

ぜひこの機会にご覧ください。

■日時　平成 27 年１月４日（日）午前９時～正午

■場所　松島総合運動公園「陸上競技場」

■内容　

○消防団員による通常点検・放水競技

○姫戸小少年消防クラブによる通常点検、

　はしご乗り演舞

○市内中学校吹奏楽部による演奏

○婦人会による炊き出し

■問合せ先　総務課危機管理防災室

　☎ 0964（26）5544

年
末
年
始
の
休
館
な
ど
に

つ
い
て

□
市
役
所
庁
舎
な
ど

▼
大
矢
野
・
松
島
各
庁
舎
、姫
戸
・

龍
ヶ
岳
各
統
括
支
所
、各
出
張
所

○
12
月
27
日
（
土
）
～
平
成
27
年

１
月
４
日
（
日
）
は
閉
庁

※
死
亡
届
な
ど
緊
急
を
要
す
る
こ

と
は
市
役
所
警
備
員
室
な
ど
で

受
付
可
能

□
市
立
病
院
・
福
祉
健
康
施
設
な
ど

▼
上
天
草
総
合
病
院
・
教
良
木
診

療
所

○
17
ペ
ー
ジ
に
掲
載

▼
湯
島
診
療
所

○
12
月
27
日
（
土
）
～
平
成
27
年

１
月
４
日
（
日
）
は
休
診

▼
大
矢
野
・
姫
戸
・
大
道
・
樋
島

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
12
月
29
日
（
月
）
～
平
成
27
年

１
月
３
日
（
土
）
は
閉
館

▼
上
天
草
市
斎
場

○
１
月
１
日
（
木
）
は
休
館

□
体
育
文
化
施
設
な
ど

▼
大
矢
野
総
合
体
育
館
、
松
島
総

合
セ
ン
タ
ー
「
ア
ロ
マ
」

○
12
月
27
日
（
土
）
～
平
成
27
年

１
月
５
日
（
月
）
は
休
館

▼
上
北
・
樋
合
・
阿
村
・
教
良
木

河
内
山
村
広
場
・
姫
戸
・
牟
田
・

龍
ヶ
岳
・
樋
島
・
大
道
体
育
館

○
12
月
28
日
（
日
）
～
平
成
27
年

１
月
４
日
（
日
）
は
休
館

□
各
図
書
館

○
19
ペ
ー
ジ
に
掲
載

□
観
光
施
設
な
ど

▼
ス
パ
・
タ
ラ
ソ
天
草

○
年
末
年
始
も
通
常
通
り
営
業

（
午
前
10
時
～
午
後
10
時
）

▼
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル

○
12
月
29
日
（
月
）
～
平
成
27
年

１
月
１
日
（
木
）
お
よ
び
１

月
14
日
（
水
）
は
休
館

▼
天
草
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
お
よ

び
松
島
展
望
休
憩
所

○
12
月
31
日
（
水
）
～
平
成
27
年

１
月
２
日
（
金
）
は
休
館

▼
上
天
草
物
産
館
さ
ん
ぱ
ー
る

○
１
月
１
日
（
木
）
は
休
館
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☎
監
理
課

工
事
等
入
札
結
果

□
入
札
日
▼
工
事
（
委
託
）
名
①

工
事
（
委
託
）
場
所
②
契
約
者
③

契
約
金
額
④
工
事
（
委
託
）
期
間

□
10
月
９
日
入
札
分

▼
大
道
漁
港
葛
崎
地
区
７
号
防
波

堤
工
事

①
龍
ヶ
岳
町
大
道
地
区
内	

②
肥
後
央
州
興
産
（
有
）（
龍
ヶ

岳
町
）	

③
９
５
７
９
万
６
０
０
０
円

④
10
月
～
３
月

▼
大
道
漁
港
葛
崎
地
区
４
号
物
揚

場
（
浮
体
式
係
船
岸
）
工
事

①
龍
ヶ
岳
町
大
道
地
区
内	

②
（
有
）
竜
王
建
設
（
龍
ヶ
岳
町
）

③
９
５
６
８
万
８
０
０
０
円

④
10
月
～
３
月

□
10
月
22
日
入
札
分

▼
前
島
総
合
開
発
土
地
評
価
お
よ

び
建
物
調
査
業
務
委
託

①
松
島
町
合
津
地
区
内

②（
有
）シ
ョ
ッ
ト
企
画（
熊
本
市
）

③
２
３
２
万
２
０
０
０
円

④
10
月
～
12
月

▼
上
天
草
市
景
観
計
画
策
定
業
務

委
託

①
上
天
草
市
一
円	

②
東
亜
建
設
技
術
（
株
）
熊
本
営

業
所
（
熊
本
市
）

③
４
２
０
万
１
２
０
０
円	

④
10
月
～
３
月

▼
前
島
総
合
開
発
建
物
解
体
工
事

設
計
業
務
委
託	

①
松
島
町
合
津
前
島
地
内	

②
サ
ン
企
画
設
計
室
（
天
草
市
）

③
49
万
６
８
０
０
円	

④
10
月
～
12
月

▼
小
瀬
戸
地
区
配
水
管
布
設
替
工

事
①
大
矢
野
町
中
地
区
内	

②
（
有
）
金
子
電
気
（
大
矢
野
町
）

③
４
３
９
万
５
６
０
０
円	

④
10
月
～
１
月

▼
維
和
蔵
々
地
区
湛
水
解
析
基
礎

調
査
業
務
委
託	

①
大
矢
野
町
維
和
地
区
内	

②
（
株
）
コ
ン
サ
ル
ハ
マ
ダ
上
天

草
事
務
所
（
松
島
町
）	

③
２
７
０
万
円	

④
10
月
～
１
月

□
10
月
29
日
入
札
分

▼
大
矢
野
庁
舎
外
壁
お
よ
び
防
水

改
修
工
事	

①
大
矢
野
町
上
１
５
１
４
番
地

②（
有
）和
田
工
務
店（
大
矢
野
町
）

③
４
５
２
５
万
２
０
０
０
円

善
意
に
感
謝
（
敬
称
略
）

④
11
月
～
２
月

▼
大
矢
野
庁
舎
耐
震
改
修
工
事

①
大
矢
野
町
上
１
５
１
４
番
地

②
杉
田
建
設
（
大
矢
野
町
）	

③
７
６
３
万
５
６
０
０
円	

④
11
月
～
１
月

▼
市
道
環
状
西
２
号
線
道
路
改
良

（
舗
装
）
工
事

①
大
矢
野
町
上
地
区
内	

②
磯
口
建
設
（
有
）（
大
矢
野
町
）

③
１
０
２
６
万
円	

④
11
月
～
12
月

▼
前
島
総
合
開
発
流
末
排
水
整
備

工
事

①
松
島
町
合
津
地
区
内	

②
（
株
）
五
大
（
松
島
町
）	

③
６
６
８
万
５
２
０
０
円	

④
11
月
～
１
月

▼
上
広
崎
地
区
排
水
路
整
備
工
事

①
大
矢
野
町
上
地
区
内	

②
（
有
）
森
建
設
（
大
矢
野
町
）

③
９
３
４
万
２
０
０
０
円	

④
11
月
～
２
月

▼
問
合
せ
先　

監
理
課
契
約
検
査
係

　

☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
３
３

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

市
内
の
福
祉
施
設
（
南
風
苑
・

松
朗
園
・
き
ら
ら
の
里
・
翔
洋
苑
・

相
生
荘
）
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー

ビ
ス
を
し
た
人
を
紹
介
し
ま
す
。

○
中
田
理
髪
店
、
ノ
ウ
ブ
ル
、
タ

お知らせ

市のデータ
人 　 口　29,819人（-    24）
男 　 性　 14,047人（-    11）
女 　 性　15,772人（-    13）
世 帯 数　 12,157戸（-      1）
市の面積      126.15㎢

平成26年11月30日現在（　）は前月比

こんにちは、

地域包括支援センターです

認知症を予防するために

　認知症とは、何らかの原因で脳の

細胞が死んでしまったり、働きが悪

くなったりしたために、さまざまな

障害が起こり、生活する上で支障が

出ている状態をいいます。

　認知症で最も多い「アルツハイマ

ー型認知症」は、脳にアミロイドベ

ータというたんぱく質がたまり正常

な神経細胞が壊れ、脳萎縮が起こる

ことが原因だといわれています。し

かし、このアミロイドベータがたま

る原因は、まだ明確には分かってい

ませんが、発症・悪化させる要因と

して、高血圧、糖尿病、喫煙、運動

不足などの生活習慣が関係している

ことが分かってきました。

　次に多い「脳血管性認知症」は、

脳梗塞や脳出血など、脳の血管障害

によって起こる認知症です。脳の血

管が詰まっている梗塞巣が増えたり、

大きくなったりするごとに脳の機能

が低下することで認知症や運動障害

が起こります。原因となる血管障害

は高血圧、糖尿病、脂質異常、心疾

患などの生活習慣病が原因です。

　生活習慣を見直し、生活習慣病を

予防するとともに、脳を活発に使う

生活を心がけることが、認知症予防

につながります。若い世代からの取

組みが、あなたの脳を守ります。

　具体的な予防のポイントについて

は、次号で紹介します。

■問合せ先
　市地域包括支援センター

　☎ 0969（28）3378

～その１～

訂
正
と
お
詫
び

　

11
月
号
７
ペ
ー
ジ
の
「
ま
ち
の

わ
だ
い
」
中
、
左
下
の
法
務
大
臣

感
謝
状
を
受
け
取
っ
た
の
は
、
池

田
さ
ん
で
は
な
く
、
山
田
さ
ん
の

誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び

し
ま
す
。

年末年始 の ごみ 収集・し尿 収集のお知らせ

　年末年始の可燃ごみ収集、清掃センターへのごみの直接持込み、し尿収集

の日程は以下のとおりです。

　ごみの収集は、12 月 31 日（水）～平成 27 年１月４日（日）は収集があ

りませんのでご注意ください。

　市民の皆さまには、大変ご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願いします。

九
州
電
力
か
ら
今
冬
の
節

電
の
お
願
い
で
す

　

こ
の
冬
の
電
力
安
定
供
給
の
た

め
、
最
大
限
の
努
力
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
依
然
と
し
て
電
力
需
給

は
厳
し
い
状
況
で
す
。
皆
さ
ま
の

節
電
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼
期
間　

平
成
27
年
３
月
31
日

（
火
）
ま
で
の
平
日

▼
時
間
帯　

午
前
８
時
～
午
後
９
時

▼
内
容　

皆
さ
ま
の
生
活
・
健
康

や
生
産
・
経
済
活
動
に
支
障
の

な
い
範
囲
で
、
可
能
な
限
り
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

九
州
電
力
株
式
会

社
宇
城
営
業
所

　

☎
０
１
２
０
（
９
８
６
）
６
０
５

カ
シ
ス
タ
ジ
オ
、
社
交
ダ
ン
ス

大
矢
野
町
教
養
講
座
、
創
作
菓

子
工
房
ア
ロ
ー
ム
、
本
郷
絵
手

紙
も
み
じ
会
、
天
理
教
大
矢
野

支
部
、
吉
川
キ
ヨ
カ
、
圓
尾
玲

子
、
山
下
エ
ツ
子
、
今
津
小
学

校
、
西
山
カ
ラ
オ
ケ
教
室
、
濱

口
民
謡
教
室
、
今
津
婦
人
会
、

政
州
会
、
木
下
と
も
子
、
坂
元

裕
生
、
姫
戸
町
母
子
会
、
樋
島

婦
人
会
ハ
イ
ヤ
愛
好
会
、
姫
戸

小
学
校
、
ひ
め
ど
保
育
園
、
姫

戸
中
学
校
、
パ
ー
ル
ラ
イ
ン
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
龍
ヶ
岳
町

老
人
ク
ラ
ブ
・
洗
濯
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
樋
島
婦
人
会

可燃ごみ収集
大矢野町 平成 26 年（最終） 平成 27 年（最初）

維和、湯島、上、中地区 12 月 30 日（火） １月６日（火）

登立地区 12 月 29 日（月） １月５日（月）

松島町 平成 26 年（最終） 平成 27 年（最初）
合津西・東地区 12 月 29 日（月） １月５日（月）

阿村、今泉、
内野河内、教良木地区

12 月 30 日（火） １月６日（火）

姫戸町 平成 26 年（最終） 平成 27 年（最初）
全地区 12 月 30 日（火） １月６日（火）

龍ヶ岳町 平成 26 年（最終） 平成 27 年（最初）
樋島、高戸地区①※１ 12 月 29 日（月） １月５日（月）

大道、高戸地区②※２ 12 月 30 日（火） １月６日（火）

※１　高戸地区①：東風留、白浜、下貫　
※２　高戸地区②：高串、小屋川内、脇浦、瀬戸

清掃センターへのごみの直接持込み

12 月 26 日
（金）

27 日
（土）
28 日

（日）

29 日
（月）

30 日
（火）

31 日（水）～
1 月４日（日）

５日
（月）

可燃ごみ ○

休み

○ △

休み

○

不燃・粗大ごみ ○ × × ○

資源（びん、缶） ○ × × ○

資源（その他） ○ ○ △ ○

○：持込可（午前 8 時 45 分～正午、午後１時～４時）

△：時間により持込可（午前 8 時 45 分～正午、午後１時～３時）×：持込不可

　１月５日、６日は、ごみの持込みが集中し、混雑が予想されますのでご了

承ください。

　し尿収集
12 月 26 日

（金）
27 日

（土）
28 日

（日）
29 日

（月）
30 日

（火）
31 日（水）～
1 月４日（日）

５日
（月）

大矢野町 ○ ○ 休み ○ △ 休み ○

松島町 ○ 休み ○

姫戸町
龍ヶ岳町

○ △ 休み ○ 休み ○

　　　　　　　　　　　　　　（○：収集可　△：午前のみ収集可（正午まで））

■問合せ先
○環境衛生課衛生係☎ 0964（26）5524　○松島地区清掃センター☎ 0969（57）0161

　

就
業
し
て
い
る
調
理
師
は
、
法

に
基
づ
き
２
年
ご
と
に
就
業
地
な

ど
に
関
す
る
届
出
が
必
要
で
す
。

▼
対
象　

平
成
26
年
12
月
31
日
現

在
、
調
理
師
免
許
を
有
し
、
県

内
で
調
理
業
務
に
従
事
し
て
い

る
人

▼
届
出
用
紙
の
設
置
場
所　

県
庁

健
康
づ
く
り
推
進
課
、
県
保
健

調
理
師
は
調
理
師
業
務
従

事
者
届
が
必
要
で
す

所
、
熊
本
市
の
保
健
所
お
よ
び

各
区
役
所

▼
提
出
期
限　

平
成
27
年
１
月
15

日
（
木
）

▼
提
出
先　

就
業
地
を
所
管
す
る

保
健
所
。
就
業
地
が
熊
本
市
の

人
は
熊
本
市
保
健
所

▼
問
合
せ
先　

県
健
康
づ
く
り
推

進
課

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
５
２
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上天草市に在住している1～３歳のお子
さんで①住所②子どもの氏名③ふりが
な④生年月日⑤保護者の氏名⑥子ども
に対するコメント（30字以内・どなたか
らでも結構です）⑦連絡先を添えて上天
草市市長公室広報係（〒869ー3692上
天草市大矢野町上1514）まで送ってく
ださい。なお、写真の裏面には、お子さん
のお名前を記入してください。応募多数
の場合は、先着順に掲載となりますので
ご了承ください。
※原則お写真の返却は致しませんのでご了承く
　ださい

かわいい子どもの写真を
募集しています！
かわいい子どもの写真を
募集しています！

　11月16日に、2014 山ガールサミットin 上天草が開

催されました。今回は、次郎丸嶽や念珠岳、龍ヶ岳な

どを使った６つのコースが用意され、参加者は自分の好

みに合ったコースに挑み、上天草市の自然を大いに楽

しみました。トレッキング後は龍ヶ岳山頂で、アウトド

アスタイル・クリエーターの四角友里さんのトークライ

ブや山ガールファッションショーなどのステージイベン

トがありました。

　また、ブースエリアには、山ガールを意識したマルシェ

や手作りコスメ体験、ショッピングエリアを設け、参加

者へのおもてなし。会場では、華やかなウェアを身に

まとった山ガール約 250人が、龍ヶ岳山頂に、季節外

れの花が咲き乱れたような雰囲気をつくり上げていま

した。

再生紙を
使用しています

山ガールファッションショー

●誕生日　平成 22年 11月 22日
●パパ　田﨑　春彦さん
●ママ　　　　かおりさん
●両親からひとこと
　いつもお兄ちゃん 聖弥を可愛がってく
れてありがとう これからも兄弟仲良くし
てね

田﨑聖弥くん

松島町

▽
早
い
も
の
で
今
年
も
残
り
わ
ず
か
。
振

り
返
る
と
平
凡
な
毎
日
で
し
た
が
、
そ
れ

が
意
外
と
楽
し
く
、
１
年
間
を
幸
せ
に
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
▽
年
末
ま
で

ク
リ
ス
マ
ス
や
忘
年
会
、
大
掃
除
な
ど
何

か
と
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
沢
山
。
病
気
や
事

故
に
気
を
付
け
、
ま
た
笑
顔
で
新
し
い
年

を
迎
え
た
い
も
の
で
す
。　
　
　
　
（
Ｉ
）

▽
寒
さ
が
厳
し
く
な
り
空
気
が
乾
燥
し
て

く
る
と
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行

シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す
。
職
場
に
は
マ
ス

ク
を
し
た
職
員
が
増
え
て
き
ま
し
た
…
▽

受
験
生
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
年
末
は
、
追

い
込
み
の
大
切
な
時
期
。
風
邪
な
ど
ひ
か

な
い
よ
う
、
家
族
の
皆
さ
ん
も
一
緒
に
気

を
つ
け
て
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
ね
。（
Ｋ
）

編

集

後

記

たさき  せいや

No.
139

2014.

12
平成26年
12月15日

発
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上
天
草
市
市
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公
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〒
869-3692 上

天
草
市
大
矢
野
町
上
1514

TEL.0964-56-1111　
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
：
http://w

w
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